
「
独
占
資
本
主
義
分
析
」
試
論

甲
　
　
賀

光
　
秀

本
稿
の
構
成

一
、
大
企
業
の
地
位

二
、
独
占
資
本
の
成
立

三
、
独
占
形
成
の
歴
史

四
、
支
配
へ
の
志
向

五
、
利
潤
の
独
占

六
、
寡
占
体
制
の
維
持

　
　
　
　
一
、
巨
大
企
業
の
位
置

現
代
資
本
主
義
の
も
と
で
は
巨
大
株
式
会
杜
の
占
め
て
い
る
地
位
は
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
場
合
を
例
に
若
干
の
指

標
で
そ
れ
を
確
か
め
て
お
こ
う
。
公
正
取
引
委
員
会
の
調
査
に
よ
る
一
月
本
の
企
蒼
中
一
を
み
る
と
、
一
九
六
九
年
に
は
、
金
融

．
保
険
業
を
除
く
と
法
人
企
業
総
数
は
八
二
万
五
、
六
〇
五
杜
存
在
し
、
そ
の
う
ち
資
本
金
一
〇
億
円
以
上
の
大
企
業
は
一
、
〇
九

九
杜
で
あ
り
・
企
業
数
の
○
・
；
一
乏
し
か
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
こ
の
○
二
三
雲
大
企
業
が
法
人
企
業
の
資
本
金
総
額
の

六
〇
．
五
髪
占
拠
し
・
総
資
産
で
は
四
〇
・
五
％
、
有
形
固
定
資
産
の
五
三
髪
そ
の
手
中
に
集
積
し
て
い
る
。
こ
の
大
企
業
の
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二
一
三
〇
四
一

資
本
力
で
も
つ
て
売
上
高
総
計
の
…
．
九
劣
、
営
業
利
益
の
四
四
髪
得
て
い
る
。
さ
ら
に
大
企
業
の
投
資
は
全
法
人
企
業
警

総
額
の
六
八
．
五
乏
の
陵
り
、
こ
の
営
業
利
益
の
比
重
を
超
す
投
資
の
比
重
は
大
企
業
の
地
位
の
石
の
強
化
に
っ
な
が
る
・
資

本
金
一
〇
億
円
以
上
の
一
、
〇
九
九
杜
の
う
ち
、
上
位
一
〇
〇
杜
に
着
目
す
る
と
、
い
ず
れ
義
本
金
は
一
〇
〇
億
円
以
上
の
巨
大

企
業
と
な
つ
て
い
る
。
上
位
一
〇
〇
杜
の
平
均
資
本
金
は
三
二
六
蟹
一
千
万
円
に
の
ぼ
り
・
第
一
位
は
新
日
鉄
で
資
本
金
一
一
・
二
九

三
億
円
で
あ
り
同
杜
は
ア
メ
リ
カ
も
含
め
て
世
界
売
上
高
ラ
ソ
キ
ソ
グ
で
二
〇
位
に
あ
る
・

上
位
一
〇
〇
珪
企
業
総
数
で
は
９
０
一
三
乏
あ
た
る
が
、
そ
の
企
業
へ
資
本
金
総
計
の
三
三
家
集
中
し
て
い
る
・
こ
の

上
位
一
〇
〇
杜
の
主
要
企
業
名
と
産
業
別
構
成
・
世
界
の
巨
大
企
業
の
な
か
で
の
位
置
は
第
一
表
・
第
二
表
の
通
り
で
堂
・
鉄
鋼

業
は
、
新
日
鉄
、
呆
鋼
管
、
川
崎
製
鉄
、
住
友
金
属
、
神
戸
製
鋼
、
日
新
製
鋼
、
果
製
鋼
所
な
ど
七
杜
が
上
竺
○
○
杜
中
に

入
つ
て
い
る
。
鉄
鋼
業
の
場
合
、
資
本
金
上
位
六
杜
で
使
用
総
資
本
額
の
八
五
・
八
孝
売
上
高
の
七
九
．
三
髪
占
拠
し
て
い
亀

資
本
と
生
産
の
集
中
度
は
高
い
こ
と
が
明
白
で
あ
る
一
部
門
別
の
集
中
度
は
、
東
京
証
叢
引
所
第
一
部
上
場
企
業
の
み
対
象
一
系
列
の
研

究
二
九
七
一
年
版
に
よ
る
一
。
化
学
部
門
は
、
化
繊
関
係
喜
め
て
、
東
レ
、
住
友
化
学
・
昭
和
電
工
・
帝
人
・
三
菱
化
成
・
一
干
部

輿
産
な
ど
二
杜
が
入
つ
て
い
る
。
第
裏
の
化
繊
、
医
薬
品
姦
く
化
学
の
場
合
、
上
位
八
杜
で
使
用
総
資
本
の
四
四
．
嬰
・

売
上
高
の
…
一
．
七
髪
占
め
て
い
る
。
輸
送
用
機
器
部
門
で
は
、
三
菱
重
工
、
日
立
造
船
・
川
崎
重
工
・
石
川
島
播
磨
二
一
一
井
造

船
な
ど
造
船
大
手
五
杜
で
造
船
の
部
門
使
用
総
資
本
の
九
五
責
上
、
売
上
高
の
九
六
賓
上
を
占
め
集
中
度
は
き
わ
め
し
高
い
・

自
動
車
の
場
合
、
目
産
、
ト
ヨ
タ
、
い
す
父
、
東
洋
工
業
、
本
田
技
研
、
鈴
木
自
動
車
、
日
野
・
ダ
イ
一
ツ
な
ど
八
杜
で
同
部
門
の

使
用
総
資
本
の
八
夏
、
売
上
高
の
七
八
．
三
髪
占
め
て
い
る
。
電
気
機
器
の
場
合
日
立
壊
作
所
・
東
芝
電
気
・
三
菱
電
機
・
松

下
電
器
、
呆
電
気
、
三
洋
電
機
、
富
士
通
、
富
士
電
機
、
シ
ヤ
ー
ブ
の
九
杜
が
入
一
て
い
る
・
こ
の
九
杜
で
同
部
門
の
使
用
総
資
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本
の
七
〇
・
九
劣
を
、
売
上

高
の
六
六
・
三
劣
を
占
め
て

い
る
。
第
一
表
で
み
ら
れ
る

よ
う
こ
、

資
本
金
で
上
位
一

○
○
杜
に
入
る
企
業
は
、
主

要
産
業
全
体
に
分
布
し
て
お

り
、

産
業
の
中
枢
的
部
門
ほ

ど
そ
の
企
業
数
が
大
で
あ
り
、

し
か
も
、
そ
の
部
門
で
は
当

該
巨
大
企
業
へ
の
資
本
、
生

産
の
集
中
度
が
高
い
と
い
う

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら

に
、
『
工
業
統
計
表
」
で
、
製

造
工
業
部
門
全
体
を
み
る
と

こ
の
部
門
に
存
在
す
る
有
形

固
定
資
産
の
六
〇
劣
近
く
が

資
本
金
一
〇
億
円
以
上
の
大

『
独
占
資
本
主
義
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析
』
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論
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賀
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企
業
に
集
積
さ
れ
て
お
り
、
一
〇
〇
億
円
以
上
の
巨
大
企
業
九
七
杜
、
全
企
業
数
の
○
・
一
劣
で
三
二
・
四
％
の
有
雅
固
定
資
産
を

所
有
し
て
い
る
。
従
業
員
数
で
も
、
大
企
業
に
、
三
一
劣
、
そ
の
う
ち
一
〇
〇
億
円
以
上
の
企
業
に
、
こ
の
部
門
の
一
五
・
四
劣
の

労
働
者
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
。
付
加
価
値
額
で
は
一
〇
億
円
以
上
の
企
業
に
四
七
・
三
％
が
集
中
し
、
そ
の
う
ち
二
四
・
九
劣
が
資

本
金
一
〇
〇
億
円
以
上
の
巨
大
企
業
へ
集
中
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
大
企
業
、
巨
大
企
業
の
位
置
は
資
本
金
、
固
定
資
産
総
額
、
営
業
利
益
、
投
資
総
額
従
業
員
数
な
ど
の
諾
指
標

で
容
易
に
確
か
め
う
る
。
第
二
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
が
国
の
巨
大
企
業
は
、
ア
メ
リ
ヵ
の
そ
れ
と
比
較
す
れ
ぼ
規
模
は
ま
だ

小
さ
い
。
新
日
鉄
の
七
倍
の
売
上
高
を
Ｇ
・
Ｍ
は
示
し
て
い
る
。

　
屈
代
の
資
本
主
義
の
経
済
構
造
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
こ
れ
ま
で
確
か
め
て
き
た
巨
大
企
業
の
存
在
と
位
置
を
確
認
す
る

だ
げ
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
巨
大
株
式
会
杜
を
単
位
と
す
る
各
産
業
部
門
別
の
集
中
度
や
一
般
集
中
度
の
概
念
で
は
経
済
構
造
の
正

確
な
理
解
は
で
き
な
い
。
第
一
表
に
登
場
す
る
企
業
名
を
一
瞥
す
る
だ
け
で
容
易
に
気
が
っ
く
の
は
、
三
菱
、
三
井
・
住
友
な
ど
の

企
業
名
が
ど
の
主
要
部
門
で
も
顔
を
だ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
巨
大
企
業
問
の
相
互
関
連
や
、
上
位
一
〇
〇
杜
に
は
登
場
し

な
い
企
業
と
巨
大
企
業
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。
各
巨
大
企
業
は
三
菱
グ
ル
ー
プ
、
三
井
グ
ル
ー
ブ
、
住
友
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
企
業

集
団
を
形
成
し
、
そ
の
下
に
ピ
ラ
ミ
ツ
ド
型
に
数
多
く
の
企
業
を
包
摂
し
て
い
る
。
資
本
制
の
最
高
の
発
展
段
階
は
独
占
資
本
主
義

の
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
の
支
配
的
な
資
本
の
存
在
形
態
は
、
単
な
る
巨
大
仁
業
や
・
巨
大
資
本
と
し
て
規
定
で
き
る
も
の
で

は
な
く
『
独
占
資
本
』
（
『
金
融
資
本
』
）
概
念
で
規
定
さ
れ
る
。
こ
の
『
独
占
資
本
」
と
い
う
概
念
は
、
人
々
に
さ
し
ず
め
・
詐
欺
・

使
い
込
み
、
た
ど
と
同
じ
よ
う
に
悪
い
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
か
ど
う
か
と
は
関
り
は
た
い
。
ま
た
、
独
占
資
本
が
間
題
と
な
る
の
は

独
占
禁
止
法
に
違
反
す
る
か
ら
で
も
な
い
し
、
独
占
禁
止
法
が
規
定
す
る
よ
う
な
各
産
業
や
品
目
別
の
生
産
集
中
度
が
文
字
通
り
一



杜
な
い
し
は
数
杜
で
一
〇
〇
％
の
状
況
に
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
の
独
占
概
念
で
は
な
い
。
各
産
業
を
べ
－
ス
に
一
企
業

へ
の
生
産
集
中
度
を
測
定
し
た
り
、
企
業
単
位
で
売
上
高
や
、
資
本
金
の
集
中
度
を
測
定
す
る
こ
と
が
「
独
占
度
」
の
測
定
で
は
た

い
。
独
占
度
を
産
業
べ
－
ス
や
個
々
の
資
木
家
の
観
点
か
ら
云
々
す
る
こ
と
に
重
要
な
意
義
は
な
い
。
た
し
か
に
Ａ
企
業
を
支
配
す

る
資
本
家
に
１
と
っ
て
は
Ａ
企
業
の
市
場
占
有
率
（
マ
ー
ヶ
ツ
ト
・
シ
ェ
ァ
ー
）
は
死
活
の
重
要
性
を
持
っ
こ
と
は
疑
い
な
い
。
独
占
資

本
が
問
題
に
な
る
の
は
少
数
の
独
占
資
本
家
階
級
が
杜
会
の
生
産
手
段
の
圧
倒
的
部
分
を
所
有
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
基
礎
に
し

て
、
一
国
の
生
産
決
定
権
の
中
軸
を
握
り
、
利
潤
を
一
人
占
め
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
独
占
資
本
を
問
題
に
す
る
の
は
、

杜
会
成
員
の
問
へ
の
生
産
手
段
の
分
配
の
観
点
か
ら
で
あ
っ
て
、
独
占
資
本
家
階
級
と
他
の
杜
会
成
員
、
労
働
者
、
農
民
、
勤
労
人

民
、
中
小
零
細
資
本
家
と
の
問
で
の
生
産
手
段
の
分
配
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
シ
ェ
ァ
の
観
点
は
、
少
数
の
独
占
資

本
家
階
級
間
で
の
利
潤
の
分
配
の
観
点
で
あ
る
。
三
人
の
資
本
家
に
支
配
さ
れ
て
い
る
か
一
〇
〇
人
の
資
本
家
に
支
配
さ
れ
て
い
る

か
は
、
支
配
さ
れ
る
側
に
と
っ
て
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
少
数
の
独
占
資
本
家
に
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
か

わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
独
占
度
の
測
定
は
一
国
の
経
済
構
造
全
体
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
個
々
の
資
本
家
の
観

点
か
ら
な
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
独
占
概
念
が
基
本
的
に
重
要
で
あ
る
の
は
次
の
二
つ
の
理
由
に
も
と
づ
く
。
第
一
に
、
資
本
制
杜
会
で
杜
会
の
す
み
ず
み
か
ら
資

本
を
動
員
し
て
独
占
と
い
う
形
態
を
と
ら
な
け
れ
ぼ
、
資
本
主
義
の
維
持
が
望
め
な
く
な
っ
た
ほ
ど
生
産
の
杜
会
化
が
進
行
し
、
新

し
い
杜
会
－
杜
会
主
義
杜
会
の
た
め
の
物
質
的
準
備
が
で
き
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
明
白
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
第
二
は
、
現
代
の

資
本
主
義
は
独
占
資
本
家
と
呼
ば
れ
る
一
握
り
の
資
本
家
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
独
占
資
本
家
と
労
働
者

農
氏
、
中
小
資
本
家
、
被
抑
圧
民
族
と
の
利
害
が
対
立
し
、
こ
れ
ら
一
握
り
の
独
占
資
本
家
に
対
し
て
広
範
な
統
一
戦
線
を
つ
く
り
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あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
客
観
的
根
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

八
（
三
一
〇
）

二
、
独
占
資
本
成
立
の
論
理

■

　
独
占
資
本
の
存
在
と
い
わ
ゆ
る
観
模
の
経
済
性
と
は
密
接
不
可
分
の
関
係
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
木
炭
が
ま
、
高
炉
法
、

コ
ー
ク
ス
高
炉
、
バ
ド
ル
法
、
溶
鋼
法
へ
の
発
展
を
経
過
し
て
、
現
代
の
巨
大
た
製
鉄
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
の
支
配
に
い
た
る
製
鉄
業
の

歴
史
や
、
水
車
に
よ
る
動
力
か
ら
原
子
力
発
電
に
い
た
る
動
力
生
産
の
歴
史
を
一
瞥
す
る
だ
げ
で
も
明
ら
か
に
な
る
。
木
炭
熔
鉱
炉

が
支
配
し
て
い
た
一
八
世
紀
前
半
ま
で
の
時
期
に
は
一
熔
鉱
炉
あ
た
り
日
産
一
～
三
ト
ソ
程
度
で
あ
っ
た
。
現
在
の
高
炉
は
目
産
四

〇
〇
〇
ト
ソ
以
上
で
年
産
三
〇
〇
万
ト
ソ
が
基
準
に
た
っ
て
い
る
。
高
炉
で
製
銑
さ
れ
た
も
の
が
Ｌ
Ｄ
転
炉
（
純
酸
素
上
吹
転
炉
）
で

製
鋼
さ
れ
る
が
、
そ
の
能
カ
は
三
〇
分
で
三
〇
〇
ト
ソ
、
年
産
三
〇
〇
万
ト
ソ
で
あ
る
（
本
学
、
坂
本
和
一
助
教
授
の
教
示
に
ょ
る
）
。
現

代
の
最
大
挽
模
の
製
鉄
コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
で
は
、
住
友
金
属
の
和
歌
山
製
鉄
所
を
例
に
と
る
と
、
製
銑
、
製
鋼
、
圧
延
の
過
程
を
一
貫
し

て
行
た
う
二
十
二
の
工
場
を
単
一
の
協
業
規
模
（
生
産
単
位
）
と
す
る
も
の
で
年
問
九
〇
〇
万
ト
ソ
の
粗
鋼
を
生
産
し
て
い
る
。
こ
の

和
歌
山
製
鉄
所
の
建
設
費
は
約
五
四
〇
〇
億
円
必
要
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
堀
江
英
一
編
著
『
イ
ギ
リ
ス
エ
場
制
度
の
成
立
』
参
照
）
。

　
生
産
力
の
上
昇
は
協
業
規
模
を
増
大
さ
せ
、
最
低
必
要
資
本
量
を
巨
額
な
も
の
に
さ
せ
た
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
費
を
ひ

き
下
げ
、
従
来
支
配
し
て
い
た
旧
技
術
・
旧
製
品
を
駆
逐
す
る
。
巨
額
の
最
低
必
要
資
本
量
、
住
金
和
歌
山
の
建
設
費
五
四
〇
〇
億

円
と
そ
の
他
の
必
要
資
本
を
併
せ
た
も
の
、
を
調
達
し
う
る
の
は
、
資
本
主
義
の
も
士
で
は
独
占
資
本
と
国
家
で
あ
り
、
そ
れ
以
外

に
は
な
い
。
五
四
〇
〇
億
円
と
は
、
年
収
二
〇
〇
万
円
の
労
働
者
が
二
七
万
年
か
か
っ
て
や
っ
と
稼
げ
る
額
な
の
で
あ
る
。

　
生
産
力
の
進
歩
が
協
業
観
模
を
増
大
さ
甘
、
そ
の
結
果
、
最
低
必
要
資
本
量
が
増
大
し
、
個
人
資
本
で
は
資
金
調
達
な
ど
の
面
で



困
難
に
な
り
、
株
式
会
杜
形
態
が
一
般
化
し
、
金
融
機
関
を
媒
介
に
し
て
巨
額
の
最
低
必
要
資
本
量
を
調
達
し
得
た
も
の
が
独
占
資

本
の
成
立
の
基
礎
を
つ
く
る
。
こ
の
独
占
資
本
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
る
過
程
は
、
平
板
な
、
無
葛
藤
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
「
自

由
競
争
」
か
ら
独
占
資
本
主
義
の
段
階
へ
と
移
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
全
般
的
過
剰
生
産
恐
慌
が
決
定
的
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

　
資
本
制
の
も
と
で
は
恐
慌
は
必
然
的
で
あ
る
。
こ
の
杜
会
の
基
本
的
特
徴
は
、
生
産
の
杜
会
的
性
格
と
生
産
手
段
が
資
本
家
的
に

私
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
。
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
資
本
制
は
、
¢
剰
余
生
産
物
の
生
産
が
可
能
で
あ
り
　
広
範
囲
の
杜
会
的
分
業
に
。
よ

っ
て
生
産
が
支
え
ら
れ
　
分
業
の
各
肢
で
協
業
が
小
経
営
を
駆
逐
し
う
る
ほ
ど
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
生
産
力
の
水
準
に
到

達
し
て
い
る
段
階
で
、
生
産
手
段
が
資
本
家
階
級
に
よ
っ
て
私
的
・
分
散
的
に
私
有
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
杜
会
で
あ
る
。
生
産
手
段

の
所
有
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
人
々
は
賃
労
働
者
と
し
て
労
働
力
の
販
売
以
外
に
生
計
の
道
を
断
た
れ
る
。
資
本
制
は
商
品
形
態
を
と

っ
た
搾
取
杜
会
で
あ
る
。
資
本
制
的
商
品
生
産
杜
会
で
は
、
広
範
囲
の
杜
会
的
分
業
に
。
よ
っ
て
生
産
が
支
え
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
’
生
産
に
関
す
る
諸
決
定
は
分
業
の
各
肢
で
生
産
手
段
を
私
有
す
る
個
々
の
資
本
家
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
資
本
家
階
級

に
よ
っ
て
私
的
・
分
散
的
に
下
さ
れ
る
生
産
決
定
を
規
制
し
方
向
づ
げ
る
も
の
は
利
潤
で
あ
る
。
生
産
は
利
潤
追
求
を
基
準
に
し
て

営
な
ま
れ
、
杜
会
全
体
の
生
産
に
関
し
て
は
無
政
府
性
が
支
配
す
る
。
私
的
・
分
散
的
に
下
さ
れ
る
生
産
決
定
は
、
個
々
の
資
本
家

の
私
的
利
潤
追
求
が
基
準
と
な
る
が
、
彼
ら
は
私
的
で
局
所
的
な
情
報
に
も
と
づ
く
予
測
を
根
拠
に
し
て
い
る
。
個
々
の
資
本
家
の

奔
亦
の
予
測
が
杜
会
全
体
の
要
請
に
合
致
し
て
い
る
保
証
は
存
在
し
な
い
。
個
々
の
資
本
家
の
予
測
に
ー
も
と
づ
く
生
産
決
定
が
適
切

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
の
判
定
は
、
生
産
の
事
後
で
彼
ら
の
生
産
物
が
正
常
な
価
格
水
準
で
販
売
が
で
き
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
し
か

行
な
い
え
な
い
。
商
品
生
産
杜
会
で
の
私
的
労
働
は
、
そ
の
ま
ま
杜
会
的
労
働
と
し
て
評
価
を
受
け
る
わ
げ
で
は
な
い
。
生
産
物
を

商
品
と
し
て
販
売
で
き
な
か
っ
た
り
、
低
い
価
格
水
準
（
費
用
に
比
し
て
）
で
し
か
販
売
で
き
な
付
れ
ば
、
　
そ
の
資
本
家
は
利
潤
が
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著
し
く
低
水
準
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
、
な
い
し
は
、
投
下
し
た
資
本
さ
え
回
収
で
き
な
い
と
い
う
ベ
ナ
ル
テ
ィ
を
負
わ
さ
れ
る
。

逆
に
、
生
産
物
を
費
用
に
比
し
て
高
価
格
で
販
売
で
き
る
よ
う
な
資
本
家
は
高
利
潤
を
あ
げ
生
産
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
。
商
品
の

販
売
、
商
品
の
貨
幣
へ
の
転
化
は
生
命
が
げ
の
飛
躍
で
あ
る
。
こ
う
し
て
資
本
制
の
生
産
の
調
整
は
個
々
の
資
本
家
を
媒
介
ｐ
レ
ズ

事
後
的
に
し
か
行
な
え
な
い
。
生
産
物
の
総
需
要
と
総
供
給
の
事
前
的
均
衡
は
保
証
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
か
か
巾
な
く
、
事
後
的

な
調
整
も
Ａ
．
ス
、
、
、
ス
の
「
見
え
ざ
る
手
」
（
巨
く
邑
巨
ｏ
ぎ
邑
・
・
）
式
の
順
調
な
調
整
機
構
が
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、

資
本
制
は
無
政
府
的
た
生
産
が
支
配
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
律
的
な
杜
会
、
資
本
－
賃
労
働
の
階
級
関
係
を
基
軸
に
し
た

特
殊
な
杜
会
と
し
て
存
続
し
維
持
し
う
る
の
は
、
資
本
制
そ
の
も
の
の
な
か
に
資
本
制
を
保
証
す
る
よ
う
な
機
構
が
ビ
ル
ト
・
イ
ソ

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
資
本
制
杜
会
の
不
断
の
再
生
産
の
機
構
は
、
恐
慌
を
含
む
景
気
循
環
の
過
程
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
資
本
制
で
は
生
産
物
の
総
需
要
と
総
供
給
の
不
断
の
不
均
衡
、
実
現
困
難
が
支
配
し
て
い
る
。
資
本
制
で
の
諸
種
の
不
均
衡
を
均

衡
化
さ
せ
る
調
整
因
と
し
て
古
典
派
や
新
古
典
派
の
経
済
学
者
が
考
え
た
よ
う
な
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
存
在
し
な
い
。
景
気
循
環
の

各
局
面
で
の
市
場
の
プ
ラ
イ
ス
．
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
不
断
の
不
均
衡
を
不
断
に
均
衡
化
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
実
現
困
難

を
基
本
的
に
解
消
す
る
方
向
に
作
用
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
実
現
困
難
を
累
積
さ
せ
る
方
向
に
作
用
す
る
。
こ
の
基
本
的
な
論
理

は
次
の
よ
う
に
示
せ
る
。
い
ま
杜
会
の
総
需
要
が
総
供
給
を
凌
駕
し
、
在
庫
は
低
水
準
で
、
稼
働
率
が
高
水
準
に
あ
る
好
況
局
面
を

想
定
す
る
。
生
産
物
は
売
手
市
場
的
で
あ
る
。
こ
の
と
き
市
場
で
の
価
格
水
準
は
明
ら
か
に
上
昇
す
る
。
価
格
が
上
昇
し
た
と
き
に

総
需
要
は
収
縮
す
る
だ
ろ
う
か
？
、
も
し
収
縮
す
る
な
ら
、
総
需
要
収
縮
リ
価
格
低
下
リ
生
産
削
減
リ
の
過
程
で
需
給
一
致
が
保
証

さ
れ
る
よ
う
に
価
格
機
構
が
作
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
総
需
要
は
収
縮
せ
ず
逆
に
、
増
大
す
る
こ
と
が
い
え
る
。
価
格
水

準
が
上
昇
し
、
利
潤
率
が
上
昇
し
て
い
る
と
き
、
資
本
家
階
級
は
生
産
の
増
大
を
決
意
す
る
。
生
産
増
大
の
た
め
に
は
、
こ
こ
で
想



定
し
て
い
る
よ
う
な
好
況
局
面
で
は
ま
ず
追
加
的
な
生
産
財
が
必
要
で
あ
り
、
超
過
需
要
状
態
の
と
き
に
一
層
の
生
産
財
需
要
を
惹

起
さ
せ
る
。
超
過
需
要
状
態
は
一
層
累
積
的
に
進
行
し
、
価
格
は
一
層
上
昇
す
る
。
即
ち
、
超
過
需
要
状
態
の
と
き
、
供
給
を
増
大

さ
せ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
追
加
的
な
生
産
財
需
要
が
先
行
し
た
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
好
況
過
程
が
均
衡
状
態
に
な

く
、
む
し
ろ
不
均
衡
が
上
方
へ
累
積
的
に
拡
大
す
る
過
程
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
不
均
衝
累
積
過
程
は
、
生
産
物
の
需
給
だ
げ

で
な
く
、
生
産
と
消
費
の
矛
盾
、
生
産
諸
部
門
問
の
労
働
力
需
給
、
　
「
価
値
と
価
格
」
な
ど
の
諾
種
の
不
均
衡
の
累
積
す
る
過
程
で

も
あ
る
。
こ
の
不
均
衡
の
累
積
過
程
、
一
方
向
へ
の
不
安
定
性
を
も
た
ら
す
基
本
的
要
因
は
資
本
家
階
級
の
蓄
積
需
要
の
動
き
で
あ

る
。
労
働
者
階
級
の
消
費
需
要
が
増
大
し
て
生
産
が
増
大
す
る
の
で
は
な
い
。
労
働
者
階
級
の
消
費
需
要
水
準
は
、
雇
用
量
と
実
質

賃
金
率
に
依
存
し
て
い
る
。
雇
用
量
の
増
大
は
資
本
家
が
生
産
増
大
を
決
意
し
た
結
果
の
反
映
で
あ
り
、
雇
用
量
が
増
大
し
て
も
、

好
況
局
面
で
価
格
水
準
が
上
昇
し
、
貨
幣
賃
金
率
が
そ
れ
以
下
で
し
か
上
昇
し
た
げ
れ
ぼ
実
質
賃
金
率
は
下
落
す
る
、
そ
の
結
果
、

労
働
者
階
級
の
消
費
需
要
の
水
準
は
上
昇
さ
え
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
資
本
制
の
も
と
で
は
、
生
産
手
段
の
所
有
か
ら
切
り
離
さ
れ

て
い
る
労
働
者
階
級
の
消
費
制
限
は
必
然
的
で
あ
り
、
常
態
で
あ
る
。
労
働
者
階
級
は
彼
ら
の
労
働
力
を
時
問
ぎ
め
で
販
売
し
て
受

取
っ
た
貨
幣
賃
金
を
全
額
消
費
の
た
め
に
使
っ
て
も
彼
ら
が
生
産
し
た
純
生
産
物
の
一
都
を
し
か
買
い
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ

の
労
働
老
階
級
の
狭
隆
な
消
費
限
界
は
簡
単
な
統
計
で
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
七
一
年
の
わ
が
国
の
場
合
を
例
に
と
っ
て

み
る
と
国
民
総
生
産
は
約
八
一
兆
円
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
一
億
の
人
口
が
個
人
的
に
消
費
し
た
総
額
は
四
二
兆
円
で
五
二
。
五
％

に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
控
除
し
た
残
余
は
、
民
問
及
び
政
府
の
総
資
本
形
成
に
使
わ
れ
た
も
の
三
五
．
九
％
、
政
府
及
海
外
へ
の
輸

出
に
一
一
・
六
％
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
資
本
家
階
級
の
蓄
積
需
要
が
何
ら
か
の
契
機
に
よ
っ
て
減
退
す
れ
ば
、
杜
会
の
総
需
要
は
そ
の
乗
数
倍
だ
げ
減
少
す
る
。
蓄
積
需
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要
の
減
退
リ
総
需
要
の
収
縮
と
い
う
の
は
、
資
本
制
の
敵
対
的
な
分
配
関
係
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
好
況
過
程
で
資
本
家
階
級
の
蓄

積
需
要
が
旺
盛
で
生
産
財
生
産
部
門
の
比
重
が
増
大
し
っ
づ
げ
て
き
た
。
こ
の
と
き
、
蓄
積
需
要
の
停
止
が
あ
っ
て
も
、
労
働
者
階

級
の
消
費
需
要
が
そ
れ
と
相
殺
的
に
上
昇
す
れ
ぱ
総
需
要
は
収
縮
し
な
く
と
も
よ
い
。
し
か
し
、
資
本
制
で
は
労
働
者
階
級
の
消
費

需
要
の
増
大
は
実
質
賃
金
率
の
引
き
上
げ
し
た
が
っ
て
利
潤
率
の
引
き
下
げ
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
資
本
家
が
生
産
手
段
を
所
有
し

て
い
る
も
と
で
は
著
し
く
困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
総
需
要
は
収
縮
し
、
価
格
は
崩
落
し
、
蓄
積
は
停
止
さ
れ
ざ
ら
に
一
層
の
総
需

要
収
縮
、
価
格
下
落
と
い
う
下
方
へ
の
不
均
衡
累
積
過
程
が
開
始
さ
れ
る
。

　
こ
の
上
方
へ
の
か
、
下
方
へ
の
不
均
衡
累
積
過
程
は
、
資
本
制
が
拡
大
再
生
産
と
技
術
進
歩
を
達
成
し
っ
つ
存
続
す
る
た
め
に
は

必
然
的
に
逆
転
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
本
制
で
の
均
衡
化
の
過
程
は
暴
力
的
な
恐
慌
を
含
む
景
気
循
環
の
過
程
そ
の
も
の
で

あ
り
、
一
方
向
へ
の
不
均
衡
が
逆
方
向
で
の
不
均
衡
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
相
殺
結
果
と
し
て
の
み
、
均
衡
化
作
用
が
事
後
的
に
貫

徹
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
景
気
循
環
は
反
復
さ
れ
、
恐
慌
は
周
期
的
に
襲
来
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
反
復
は
単
た
る
繰

り
返
し
の
悪
無
限
の
過
程
で
は
な
い
。
恐
慌
、
不
況
局
面
で
諾
商
品
価
格
は
下
落
し
、
貨
幣
賃
金
率
の
低
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
実
現

利
潤
率
は
低
下
す
る
。
個
別
資
本
家
は
実
現
利
潤
率
の
低
下
に
直
面
し
て
、
没
落
か
新
技
術
の
導
入
に
よ
る
生
産
費
の
切
り
下
げ
か

の
選
択
を
強
制
さ
れ
る
。
新
技
術
採
用
リ
生
産
費
切
り
下
げ
リ
実
現
利
潤
率
の
低
下
を
阻
止
な
い
し
上
昇
に
、
成
功
し
う
る
の
は
、

循
環
ご
と
に
増
大
し
て
ゆ
く
協
業
観
模
の
設
備
の
新
設
の
た
め
の
最
低
必
要
資
本
量
を
調
達
し
う
る
資
本
家
に
隈
ら
れ
る
。
新
技
衛

の
強
制
的
導
入
の
過
程
の
半
面
俸
旧
技
術
の
強
制
的
廃
棄
、
資
本
破
壌
の
過
程
で
も
あ
る
。
旧
技
術
の
駆
逐
は
、
新
技
術
導
入
に

成
功
し
え
な
い
資
本
家
の
経
営
破
綻
、
倒
産
を
通
じ
て
過
剰
設
備
の
廃
棄
に
よ
る
清
算
仁
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
（
景
気
循
環
の
メ
ヵ
ニ

ズ
と
新
技
術
導
入
．
旧
技
術
駆
逐
の
関
連
に
っ
い
て
は
さ
し
あ
た
り
、
置
塩
信
雄
『
蓄
積
論
』
参
照
）
。
こ
う
し
て
、
一
循
環
ご
と
に
生
産
カ
水



準
が
上
昇
し
、
　
「
価
値
革
命
」
が
生
じ
、
新
生
産
方
法
の
導
入
に
必
要
な
、
最
低
必
要
資
本
量
が
増
大
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
や
が
て
循
環
ご
と
に
増
大
し
て
き
た
最
低
必
要
資
本
量
を
調
達
す
る
た
め
に
、
は
、
個
別
資
本
が
搾
取
し
た
剰
余
価
値
を
蓄
積
し
、

個
人
的
資
金
調
達
で
ま
か
な
う
だ
げ
で
は
不
十
分
な
段
階
が
生
じ
る
。
株
式
会
杜
や
金
融
機
関
を
媒
介
に
し
て
杜
会
の
す
み
ず
み
か

ら
大
量
の
資
金
が
動
員
さ
れ
、
少
数
の
機
能
資
本
家
の
手
に
そ
の
処
理
が
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
少
数
の
資
本
に

よ
る
多
数
の
資
本
の
集
中
は
金
融
機
関
を
櫃
粁
と
し
て
合
併
、
併
合
な
ど
の
形
態
で
行
た
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
・
杜
会
の
中
枢
的
な
産
業
部
門
が
少
数
の
資
本
家
に
－
掌
握
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
き
独
占
段
階
が
確
立
さ
れ
る
。
す
な
わ

ち
・
生
産
力
が
あ
る
一
定
水
準
以
上
に
到
達
し
、
協
業
規
模
が
増
大
し
て
生
産
、
雇
用
の
集
積
、
集
中
が
す
す
み
、
杜
会
的
分
業
が

緊
密
に
な
り
・
安
定
し
た
技
術
的
結
合
関
係
が
要
請
さ
れ
る
段
階
で
、
そ
れ
以
上
の
生
産
力
の
発
展
の
た
め
に
は
個
人
的
な
資
本
家

が
ま
か
な
い
う
る
以
上
の
大
量
の
杜
会
的
資
金
の
動
員
が
不
可
避
に
。
な
っ
た
段
階
、
生
産
の
杜
会
的
性
格
が
著
し
く
増
大
し
た
段
階

で
、
な
お
か
っ
資
本
制
を
固
執
す
る
た
め
に
、
そ
の
生
産
力
を
包
摂
↓
う
る
の
は
独
占
資
本
と
い
う
存
在
形
態
で
し
か
な
く
な
る
。

こ
う
し
て
独
占
段
階
へ
の
移
行
は
必
然
的
に
。
な
る
。

三
、
独
占
彩
成
の
歴
史

　
そ
れ
で
は
・
資
本
主
義
の
現
実
の
歴
史
で
こ
の
独
占
が
彩
成
さ
れ
、
確
立
す
る
時
期
は
い
っ
で
あ
ろ
う
か
。
資
本
主
義
の
歴
史
を

画
す
る
分
水
嶺
と
み
た
さ
れ
る
の
は
、
一
八
七
三
年
の
世
界
恐
慌
か
ら
は
じ
ま
っ
て
一
八
九
〇
年
－
代
の
半
ぱ
頃
ま
で
続
く
「
大
不

況
」
期
で
あ
る
。
こ
の
「
大
不
況
」
期
に
１
生
産
と
資
本
の
集
積
・
集
中
が
著
し
い
程
度
で
進
行
し
独
占
資
本
の
基
礎
が
彩
成
さ
れ
、

二
〇
世
紀
の
初
頭
に
は
独
占
段
階
が
確
立
さ
れ
た
。
こ
の
独
占
形
成
期
の
典
型
例
は
ア
メ
リ
ヵ
で
あ
る
。

　
　
　
『
独
占
資
本
主
義
分
析
』
試
論
（
甲
賀
）
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６
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７
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７
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１
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１
７５６８１

２
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２
２７６８１

２
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２
５９６８１

２
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２
６

’
１７８１

３
１２７８１

３
０３７８１

２
９４７８１

２
８５７８１

２
８６７８１

３
０７７８１

３
２８７８１
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、
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Ｓ
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皿
プ
比
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耐
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飢
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帥
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ｍ
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ｍ

．
１
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Ｈ
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ｏ
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料資

　
）
　
吃
次
蛾
年
況
慌
不
恐
大
の
（
界世義主本資表４第

本

二
一
舳
卿
卿
卿

１
↓
■
■
１
↓
１
・
一

日スソラ

胴
撒
舳
舳
讐
蜘
１
１
１
１
１
　
１

フツイ

３
３
０
０
７
　
９
蜥
峨
醐
醐
蜘
一
醐

ドカリメ

３
２
３
３
７
０
１
８
７
８
８
８
９
９
０
９
０
９
２
２
９

１
１
１
１
１
１
９

アスリギ

欄
湖
蜘
舳
卿
卿
螂
１
１
１
１
１
１
１

イ

　
ア
メ
リ
カ
の

特
徴
を
概
観
し

て
み
る
。
　
「
大

不
況
期
」
と
呼

ば
れ
る
こ
の
時

期
は
一
見
奇
妙

な
様
相
を
呈
し

て
い
る
。
と
い

う
の
は
、
第
三

表
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
製
造
業
の
実
質
生
産
指
数
は
一
八
六
〇
年
か
ら
一
八
九
〇
年
の
三
〇
年
問
に
五
倍
程
度
増
大
し
て
い
る
・
年
率

五
％
程
度
の
成
長
率
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
年
率
五
％
の
成
長
率
と
い
う
の
は
第
二
次
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
の
成
長
率
と
ほ
ぽ
同
程

度
の
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
失
業
、
倒
産
が
増
大
し
て
い
る
時
期
だ
と
い
う
の
が
第
一
の
特
徴
で
あ
る
。
第
二
に
ア
メ
リ
ヵ

の
就
業
構
造
の
変
化
を
み
る
と
、
六
〇
年
に
一
〇
五
三
万
人
の
有
給
就
業
者
の
う
ち
農
業
従
事
者
の
割
合
は
五
九
％
で
あ
っ
た
が
・

九
〇
年
に
は
二
一
二
七
四
万
人
の
う
ち
農
業
就
業
者
は
九
九
九
万
人
で
、
構
成
比
は
四
二
％
へ
と
減
少
し
、
工
業
生
産
が
農
業
生
産
を

生
産
額
で
も
凌
駕
し
た
時
期
で
あ
る
。
第
三
に
ア
メ
リ
ヵ
の
工
業
生
産
が
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
を
追
い
越
し
、
　
「
世
界
の
工
場
」
と
し

て
の
イ
ギ
リ
ス
の
地
位
を
揺
が
せ
た
時
期
で
あ
る
。



　
ア
メ
リ
カ
の
生
産
の
増
大
、
重
工
業
化
の
進
行
の
過
程
は
、
同
時
に
、
一
八
七
三
年
の
恐
慌
に
よ
っ
て
失
業
者
三
〇
〇
万
人
・
破

産
件
数
四
万
七
〇
〇
〇
件
に
の
ぼ
る
未
曽
有
の
企
業
倒
産
が
記
録
さ
れ
、
七
五
年
か
ら
九
八
年
ま
で
の
時
期
に
は
二
四
万
八
一
八
六
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４
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６
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０
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３
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７

２
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１

３
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９１１
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７
２

７
３

７
４

７
５

７
６

７
７

７
８

７
９

８
０

８
１

８
２

８
３

８
４

８
５

８
６

８
７

８
８

８
９

９
０

９
１

９
２

９
３

〇
一

５
７”出前

ｃ
ｓ

．
ｈ

－
旭並訓航釧止

０
ｒ討

・
１
Ｈ＆じ料資

件
の
企
業
倒
産
が
記
録
さ
れ
て
い
る
時
期

で
あ
る
（
第
三
．
四
・
五
表
参
照
）
。
弱
小
企

業
や
農
民
が
大
資
本
に
駆
逐
さ
れ
て
い
っ

た
過
程
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
は
、
労
働

者
、
農
民
の
反
独
占
の
運
動
が
高
揚
し
、

こ
の
抗
争
の
結
果
と
し
て
一
八
九
〇
年
に

は
ツ
ヤ
ー
マ
ソ
反
ト
ラ
ス
ト
法
が
成
立
し
、

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
の
支
配
す
る
ス
タ
ソ
ダ

ー
ド
石
油
ト
ラ
ス
ト
な
ど
が
解
散
さ
せ
ら

れ
た
。
シ
ャ
ー
マ
ソ
法
は
ト
ラ
ス
ト
方
式

を
禁
止
し
た
が
、
独
占
の
形
成
を
抑
え
る

の
に
実
効
は
な
く
、
労
働
者
階
級
の
ス
ト

ラ
イ
キ
闘
争
は
、
軍
隊
や
資
本
家
の
私
兵
に
よ
っ
て
血
の
弾
圧
を
う
げ
、
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。

　
生
産
増
大
、
資
本
の
集
積
、
集
中
、
弱
小
資
本
の
没
落
、
大
量
の
失
業
者
を
生
み
だ
し
た
主
要
な
要
因
は
こ
の
時
期
の
技
術
革
新

で
あ
る
。
一
八
五
〇
年
ま
で
に
は
一
〇
年
で
一
万
件
程
度
で
あ
っ
た
発
明
に
た
い
す
る
特
許
の
件
数
が
、
五
〇
年
代
に
は
四
万
件
を

　
　
　
『
独
占
資
本
主
義
分
析
』
試
論
（
甲
賀
）
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五
　
（
ご
二
七
）
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ユ
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８
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８
６
８
７
８
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８
８
８
９
録
８
７
）

Ｑ
Ｇ
Ｑ
Ｇ
Ｇ
Ｇ
登
Ｇ
気
９
）
６
）
８
）

　
　
　
　
　
一
　
銭
　
　
　
８
７
８
７
８
８

造
薬
機
関
タ
プ
金
　
　
Ｑ
Ｇ
Ｇ

製
火
　
機
一
イ
．

プ
能
音
　
ベ
タ
機
　
　
灯
話
話

ル
性
　
ス
レ
ノ
算
　
電

バ
高
蓄
ガ
ェ
リ
計
　
（
電
電
電

　
　
一
六
　
（
三
一
八
）

超
え
、
六
〇
年
代
に
一
二
万
九
千
件
、

七
〇
年
代
に
二
〇
万
五
千
件
、
八
○

年
代
に
は
三
四
万
件
と
猛
烈
な
増
大

ぶ
り
が
、
技
術
進
歩
の
度
合
を
物
語

っ
て
い
る
（
第
六
・
七
表
）
。

　
技
術
進
歩
の
過
程
を
鉄
鋼
業
の
事
例

で
み
て
み
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
六
〇
年
か
ら
八
○
年
の
問
に
１
、
消
費
財
部
門
の
繊
維
産
業
で
は
生
産
額
の
増
加
は
約
二
．
五
倍
で

あ
る
が
、
鉄
鋼
業
の
場
合
（
生
産
財
部
門
の
代
表
）
八
倍
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
鉄
鋼
生
産
の
増
加
は
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
建
設
の

普
及
に
み
ら
れ
る
鉄
道
用
資
材
の
需
要
増
大
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
鉄
道
レ
ー
ル
は
、
従
来
バ
ド
ル
炉
で
つ
く
ら
れ
る
錬
鉄
を
使
用

し
て
い
た
が
、
一
八
六
〇
年
代
の
後
半
に
導
入
さ
れ
た
ベ
ツ
セ
マ
ー
転
炉
に
よ
る
鋼
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
た
。
ベ
ッ
セ
マ
ー
製
鋼
法

に
よ
る
鋼
生
産
は
、
大
量
生
産
が
可
能
で
、
し
か
も
、
錬
鉄
製
軌
条
の
二
〇
～
二
五
倍
の
耐
久
度
を
も
ち
生
産
費
は
三
分
の
一
近
く
切

り
下
げ
う
る
も
の
で
あ
り
、
画
期
的
な
技
術
革
新
で
あ
っ
た
。
在
来
の
銑
鉄
生
産
の
圧
延
工
場
の
年
問
平
均
生
産
能
力
が
一
万
八
千

ト
ソ
で
あ
っ
た
の
に
、
ベ
ッ
セ
マ
ー
製
鋼
工
場
の
圧
延
能
力
は
一
一
万
四
〇
〇
〇
ト
ソ
で
十
倍
の
大
量
生
産
能
力
を
有
し
、
ベ
ツ
セ

マ
ー
転
炉
の
採
用
が
、
精
錬
・
圧
延
工
場
の
単
位
を
大
規
模
化
し
、
製
鉄
業
に
お
げ
る
大
規
模
生
産
、
一
貫
生
産
を
必
然
化
さ
せ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
で
ベ
ヅ
セ
マ
ー
法
が
採
用
さ
れ
て
以
降
で
も
好
況
期
に
は
石
炭
価
格
の
騰
貴
が
主
因
と
な
っ
て
木
炭
を
使
用
す
る
旧
式

な
炉
が
新
設
さ
れ
、
営
業
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
八
七
三
年
の
恐
慌
の
と
き
、
需
要
増
大
に
支
え
ら
れ
て
拡
張
を
っ
父
げ
て
き

た
製
鉄
工
場
は
、
三
分
の
一
が
遊
休
状
態
に
な
り
、
そ
の
後
の
不
況
過
程
で
新
し
い
ベ
ツ
セ
マ
ー
転
炉
工
場
が
稼
働
し
は
じ
め
る
こ



と
で
、
一
八
七
五
年
末
に
は
七
一
三
基
の
う
ち
四
二
〇
基
の
熔
鉱
炉
が
遊
休
す
る
状
態
に
た
り
、
旧
技
術
の
炉
は
ふ
た
た
び
操
業
さ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
八
七
七
年
に
は
ベ
ッ
セ
マ
ー
の
転
炉
工
場
で
さ
え
稼
働
し
て
い
た
も
の
は
七
八
～
八
○
劣
の
状
況
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
新
旧
技
術
が
好
況
期
に
併
存
し
て
い
て
、
旧
技
術
の
駆
逐
と
新
技
術
の
普
及
が
行
な
わ
れ
る
の
は
、
恐
慌
．
不

況
が
契
機
に
た
っ
て
い
る
。
恐
慌
に
ょ
る
鉄
製
品
価
格
の
下
落
は
、
貨
幣
賃
金
率
の
下
落
よ
り
は
る
か
に
１
大
き
な
程
度
で
あ
っ
た
。

六
七
年
の
鋼
鉄
レ
ー
ル
の
単
位
当
り
価
格
は
ニ
ハ
六
ド
ル
で
あ
っ
た
が
七
四
年
に
は
九
四
．
二
八
ド
ル
に
低
下
し
、
一
八
九
三
年
恐

慌
後
の
九
四
年
に
は
、
二
四
ド
ル
に
ま
で
低
下
し
、
一
八
九
八
年
に
は
さ
ら
に
一
七
ド
ル
台
に
ま
で
低
下
し
六
七
年
の
十
分
の
一
の
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．
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１
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討酎刻
．
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．
１
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Ｈ

で
あ
っ
た

（
第
八
表
）
。

他
方
、
貨

幣
賃
金
率

は
、
全
産

業
平
均
の

日
賃
金
で

み
る
と

（
労
働
時
問

の
変
化
は

●
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６
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７
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７
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７
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７
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７
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７
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７
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７
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７
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８
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８
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８
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８
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８
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８
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８
７
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８
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成作りよ眺脳血一
止ｒＰｅ１ａＳ■ｅ１肋Ｗ

５
一
ｎ叫斗

Ｃ
．
血Ｓ

．
倣

ぬＳ１
ａＣ
●
１ｒＯｔ

．
１
Ｓ

Ｈ

で
低
下
し
て
い
る
（
第
九
表
）
。
こ
の
貨
幣
賃
金
の
下
落
率
は
、
鉄
製
品
価
格
の
下
落
率
よ
り
極
め
て
僅
か
な
も
の
で
あ
る
。

要
商
品
の
卸
売
物
価
指
数
も
、
　
「
大
不
況
」
期
に
長
期
的
な
低
下
傾
向
を
示
し
、
恐
慌
時
に
は
下
落
率
の
著
し
い
こ
と
が
み
ら
れ
る

（
第
十
表
）
。
こ
の
貨
幣
賃
金
と
価
格
の
関
係
か
ら
、
実
質
賃
金
率
は
騰
貴
し
、
旧
技
術
諸
法
を
体
化
し
た
設
備
を
採
用
す
る
資
本
の

利
潤
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
恐
慌
・
不
況
期
に
は
、
旧
技
術
採
用
の
資
本
家
は
、
実
現
利
潤
率
の
著
し
い
低
下
に
よ
っ
て
、

経
営
破
綻
に
追
い
や
ら
れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
旧
技
術
の
駆
逐
、
過
剰
資
本
の
破
壌
が
行
な
わ
れ
る
。
七
三
年
の
恐
慌
を
契
機
と

そ
う
顕
著
で
は

な
い
）
、
一
八
六

〇
年
を
一
〇
〇

と
す
る
と
、
七

三
年
に
は
ニ
ハ

六
・
一
に
た
り
、

恐
慌
後
の
七
四

年
に
は
ニ
ハ
ニ

・
五
、
そ
れ
以

来
低
下
し
つ
父

げ
、
七
九
年
に

二
二
九
・
四
ま

　
　
　
他
の
主



し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
鉄
鋼
業
で
の
生
産
の
集
積
、
集
中
が
進
行
し
た
。
八
○
年
に
は
銑
鉄
生
産
部
面
で
は
、
一
二
杜
で
全
生
産
能
力

の
三
〇
％
を
所
有
し
、
製
鋼
部
門
で
は
一
二
杜
で
製
鋼
能
力
の
五
〇
％
以
上
を
占
め
て
い
る
。
九
〇
年
代
に
な
る
と
七
大
製
鋼
会
杜

に
よ
っ
て
全
国
の
粗
鋼
生
産
の
五
〇
％
以
上
を
占
拠
し
て
い
た
ほ
ど
に
生
産
の
集
積
が
す
す
ん
だ
。
こ
れ
ら
の
鉄
鋼
会
杜
の
う
ち
最

大
の
も
の
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
ヵ
－
ネ
ギ
ー
製
鋼
会
杜
で
あ
っ
た
。
八
八
年
に
レ
ー
ル
・
プ
ー
ル
が
彩
成
さ
れ
た
と
き
に
プ
ー
ル
内

で
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
地
位
は
一
位
で
は
あ
っ
た
が
十
三
杜
全
体
（
十
三
杜
で
全
国
の
レ
ー
ル
生
産
能
力
の
九
〇
％
保
有
）
の
う
ち
占
拠
率

は
二
二
・
五
％
に
し
か
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
八
九
三
年
の
恐
慌
を
契
機
に
、
鉄
道
企
業
の
経
営
破
綻
・
倒
産
が
著
し
く
、
こ
の
こ
と

が
鉄
鋼
需
要
を
減
少
さ
せ
鉄
鋼
業
で
も
生
産
低
下
が
著
し
く
、
鋼
レ
ー
ル
生
産
は
最
盛
期
の
半
分
に
ま
で
低
下
し
、
す
で
に
見
た
よ

う
に
レ
ー
ル
価
格
は
二
四
ド
ル
台
に
低
下
し
た
。
こ
の
不
況
過
程
で
カ
ー
ネ
ギ
ー
は
、
大
量
生
産
の
メ
リ
ッ
ト
や
鉄
道
運
賃
の
切
り

下
げ
な
ど
で
他
杜
よ
り
有
利
な
地
位
を
利
用
し
、
価
格
を
引
き
下
げ
競
争
企
業
を
駆
逐
し
て
、
一
八
九
六
年
に
は
レ
ー
ル
・
プ
ー
ル

内
で
五
二
・
八
％
を
占
拠
す
る
よ
う
に
な
り
、
他
の
製
品
部
門
の
プ
ー
ル
で
も
圧
倒
的
な
地
位
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
。
競
争
の
激

化
は
レ
ー
ル
価
格
の
一
層
の
切
り
下
げ
を
強
制
し
、
九
八
年
に
は
一
七
ド
ル
台
に
低
下
し
た
。
こ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
製
鋼
は
勿
論
株
式

会
杜
形
態
を
と
っ
て
は
い
た
が
、
同
杜
の
株
式
保
有
は
、
杜
長
の
ア
ソ
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
が
個
人
で
五
〇
％
の
株
式
を
保
有

し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
資
金
需
要
の
調
達
は
、
企
業
に
よ
る
内
部
留
保
か
、
出
資
者
の
追
加
出
資
に
も
っ
ぱ
ら
依
存
し

て
い
た
。
こ
の
資
金
調
達
法
で
は
あ
き
ら
か
に
限
界
が
あ
っ
た
。
金
融
機
関
を
支
配
↓
、
鉄
道
会
杜
を
支
配
し
て
い
た
モ
ル
ガ
ン
集

団
は
、
鉄
道
資
材
の
安
定
し
た
確
保
の
た
め
に
も
鉄
鋼
企
業
の
支
配
に
も
の
り
だ
し
て
い
た
。
モ
ル
ガ
ソ
集
団
は
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
と

の
競
争
関
係
に
あ
っ
た
鉄
鋼
企
業
を
買
収
し
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
に
た
い
し
て
販
路
と
資
金
供
給
を
抑
え
る
と
い
う
両
面
で
ゆ
さ
ぶ
り
を

か
げ
っ
い
に
買
収
に
成
功
し
た
。
モ
ル
ガ
ソ
集
団
が
中
心
と
な
り
、
Ｕ
・
Ｓ
ス
チ
ー
ル
が
設
立
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
一
年
で
あ
っ
た
。

　
　
　
『
独
占
資
本
主
義
分
析
』
試
論
（
甲
賀
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
　
（
三
二
一
）
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二
〇
世
紀
に
入
っ
て
、
企
業
集
中
は
一
層
進
展
し
、

九
五
年
か
ら
、
一
九
一
四
年
ま
で
の
二
〇
年
問
で
製
造
業
、

中
は
、
一
方
で
進
行
し
て
い
た
銀
行
、
金
融
機
関
で
の
集
中
の
結
果
と
し
て
の
巨
大
金
融
機
関
を
媒
介
に
す
す
め
ら
れ
た
。

占
形
成
期
に
－
、
Ｇ
・
Ｅ
，
Ｇ
・
Ｍ
，
Ａ
・
丁

要
な
企
業
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
以
上
、
ア
メ
リ
ヵ
を
典
型
例
と
し
て
独
占
彫
成
の
歴
史
を
み
て
き
た
よ
う
に
、
生
産
力
が
一
定
の
水
準
に
到
達
し
、
生
産
の
杜
会

的
性
格
が
著
し
く
増
大
し
た
段
階
で
た
お
生
産
力
を
資
本
主
義
で
包
摂
し
よ
う
と
す
れ
ば
独
占
彬
態
は
必
然
的
で
あ
る
。
こ
の
独
占

資
本
の
成
立
は
、
後
も
ど
り
で
き
な
い
非
可
逆
的
（
事
婁
ｏ
邑
幕
）
な
過
程
で
あ
る
。
　
「
自
由
競
争
」
か
ら
独
占
は
生
み
だ
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
　
（
三
二
二
）

カ
ー
ネ
ギ
ー
を
買
収
し
た
結
果
、
Ｕ
・
Ｓ
ス
チ
ー
ル
は
国
内
の
鉄
鉱
資
源
、
製
鋼
能

力
の
六
〇
％
を
占
め
る
巨
大
な
製
鋼
ト
ラ
ス
ト
と
た
っ
た
。
Ｕ
・
Ｓ
ス
チ
ー
ル
は
一

九
〇
一
年
か
ら
一
〇
年
問
で
五
億
ド
ル
以
上
の
内
部
留
保
が
可
能
な
ほ
ど
巨
額
の
独

占
利
潤
を
あ
げ
た
。
こ
の
額
は
創
業
時
の
同
杜
の
「
実
質
資
産
額
」
に
等
し
い
大
き

さ
で
あ
る
（
Ｕ
・
Ｓ
ス
チ
ー
ル
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
呉
天
降
『
ア
メ
リ
カ
金
融
資
本
の

成
立
』
に
負
っ
て
い
る
）
。
こ
の
Ｕ
・
Ｓ
ス
チ
ー
ル
の
成
立
過
程
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

独
占
彫
成
は
、
少
数
の
独
占
資
本
の
も
と
え
の
多
数
の
資
本
の
集
中
を
通
し
て
促
進

　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇
三
年
の
恐
慌
後
に
飛
躍
的
に
企
業
合
同
が
進
行
し
た
。
一
八

　
　
　
　
　
鉱
業
の
合
併
件
数
は
四
〇
〇
〇
件
を
超
え
た
（
第
十
一
表
）
。
資
本
の
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
独

・
Ｔ
、
フ
オ
ー
ド
、
デ
ュ
ポ
ソ
、
な
ど
現
代
の
ア
メ
リ
ヵ
を
支
配
す
る
独
占
資
本
の
主

四
、
独
占
的
支
配
へ
の
志
向



　
　
中
枢
的
な
産
業
部
門
が
少
数
の
資
本
家
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
る
独
占
資
木
主
義
の
段
階
で
は
、
独
占
資
本
の
行
な
う
生
産
を
め
ぐ

　
る
諸
決
定
は
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
た
ざ
る
を
得
な
く
な
る
か
？
　
こ
の
こ
と
を
考
え
て
み
る
。

　
　
独
占
資
本
家
が
、
杜
会
の
主
要
な
産
業
部
門
で
生
産
を
開
始
し
、
利
潤
を
獲
得
し
、
資
本
蓄
積
を
決
意
す
る
に
あ
た
り
、
次
の
基

・
本
的
な
諾
点
に
っ
い
て
、
意
思
決
定
が
な
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
↑
○
資
金
調
達
、
岬
生
産
手
段
の
購
入
（
労
働
手
段
及
び
労
働
対

象
）
、
バ
労
働
力
の
購
入
、
↑
生
産
過
程
の
指
揮
・
管
理
、
鮒
生
産
物
の
販
売
、
り
消
耗
生
産
手
段
の
補
填
、
旧
実
現
し
た
利
潤
の

　
処
分
。
独
占
資
本
家
は
彼
ら
の
取
得
し
う
る
利
潤
を
長
期
に
わ
た
っ
て
最
大
限
の
も
の
に
－
し
よ
う
と
い
う
決
定
基
準
で
い
～
い
の
諸

　
点
を
決
定
す
る
。
そ
の
際
、
杜
会
の
ど
の
主
要
な
産
業
部
門
で
も
、
協
業
規
模
が
著
し
く
増
大
し
そ
の
結
果
、
最
低
必
要
資
本
量
が

　
巨
額
の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ど
の
主
要
部
門
で
も
生
産
の
集
積
が
進
展
し
、
少
数
の
独
占
資
本
が
競
争
状
態
に
ー
あ
り
同
時
に
多
数

　
の
弱
小
資
本
が
依
然
と
し
て
残
存
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
独
占
資
本
が
下
す
生
産
決
定
の
諸
結
果
は
、
産
業
資
本
主
義
の

　
段
階
に
比
し
て
、
空
問
的
・
時
問
的
に
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
相
対
的
に
協
業
規
模
が
小
で
あ
る
企
業

　
が
多
数
併
存
し
て
い
る
と
き
の
一
企
業
の
生
産
決
定
の
諸
結
果
は
、
そ
れ
だ
げ
孤
立
さ
れ
れ
ば
、
杜
会
全
体
か
ら
は
無
視
し
う
る
程

　
度
の
影
響
し
か
及
ぽ
し
え
な
い
。
独
占
資
本
主
義
の
段
階
で
の
独
占
資
本
の
諸
行
動
の
結
果
は
こ
れ
と
は
こ
と
な
る
。
従
っ
て
独
占

資
本
家
は
、
時
問
的
視
野
を
拡
大
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ず
、
長
期
的
予
想
を
強
制
さ
れ
、
ま
た
、
地
理
的
に
ぽ
一
国
の
範
囲
を
越
え
る

　
視
野
を
必
然
化
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
が
、
独
占
資
本
主
義
段
階
で
の
生
産
力
の
水
準
と
生
産
関
係
の
特
質
か
ら
必
然
的
に
要
請
さ
れ
る

　
事
態
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
い
～
い
の
諾
決
定
の
独
占
段
階
で
も
た
ざ
る
を
得
な
い
諾
特
質
が
で
て
く
る
。

　
　
の
　
資
金
調
達
。
　
独
占
資
本
家
が
資
金
を
調
達
す
る
諸
源
泉
は
、
利
潤
の
内
部
留
保
、
減
価
償
却
等
基
金
、
株
式
・
杜
債
発
行
、

　
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
等
で
あ
る
。
最
低
必
要
資
本
量
の
巨
額
化
が
す
す
み
、
企
業
の
単
な
る
自
己
資
本
の
集
積
だ
げ
で
は
必
要
資

　
　
　
　
『
独
占
資
本
主
義
分
析
』
試
論
（
甲
賀
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
　
（
三
二
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
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三
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
（
三
二
四
）

　
本
量
の
調
達
に
は
不
十
分
な
段
階
で
、
少
数
の
資
本
に
よ
る
多
数
の
資
本
の
集
中
を
も
た
ら
し
た
。
さ
ら
に
、
独
占
資
本
は
株
式
会
杜

　
形
態
や
、
金
融
機
関
を
媒
介
に
し
て
杜
会
の
す
み
ず
み
か
ら
大
量
の
資
金
を
動
員
す
る
。
株
式
会
杜
移
態
が
一
般
化
し
、
独
占
資
本
は

　
巨
大
株
式
会
杜
と
し
て
存
在
す
る
。
株
式
発
行
で
杜
会
的
資
金
を
動
員
す
る
だ
げ
で
な
く
、
「
創
業
者
利
得
」
や
、
額
面
以
上
の
時
価

　
発
行
等
の
形
態
で
資
金
調
達
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
、
利
潤
を
増
大
さ
せ
る
。
銀
行
は
、
大
量
の
資
金
供
給
を
可
能
に
す
る
た
め
に
も
集

　
中
が
進
み
、
全
杜
会
を
銀
行
の
綱
の
甘
で
覆
い
ど
ん
な
零
細
な
資
金
を
も
独
占
資
本
に
供
給
す
る
バ
ィ
ブ
と
な
る
。
産
業
を
支
配
す

　
る
独
占
資
本
と
銀
行
を
支
配
す
る
独
占
資
本
は
一
体
化
し
「
金
融
資
本
」
と
な
る
。
ど
の
独
占
資
本
も
、
独
占
的
支
配
を
維
持
し
、

　
安
定
し
た
資
金
調
達
を
保
証
す
る
た
め
に
金
融
機
関
を
支
配
下
に
包
摂
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
一
層
大
量
の
資
金
を
調
達
し
う
る
。

　
資
金
調
達
は
金
融
機
関
を
媒
介
と
し
て
一
国
の
範
囲
を
越
え
て
諾
外
国
へ
も
及
ぶ
。
最
低
必
要
資
本
量
の
巨
額
化
は
、
大
量
の
杜
会

　
的
資
金
動
員
を
必
然
化
さ
せ
、
独
占
資
本
は
資
金
調
達
コ
ス
ト
の
切
下
げ
の
た
め
の
諸
方
策
を
と
る
。
大
量
の
資
金
供
与
を
媒
介
に
。

　
独
占
的
企
業
の
地
位
が
脅
か
さ
れ
な
い
た
め
に
、
産
業
独
占
と
金
融
独
占
は
融
合
し
、
同
じ
独
占
資
本
の
支
配
下
に
包
摂
さ
れ
る
。

　
　
＠
　
生
産
手
段
の
調
達
。
　
原
材
料
や
生
産
手
段
の
安
定
的
確
保
を
求
め
る
独
占
資
本
の
行
動
は
、
垂
直
的
統
合
を
必
然
化
さ
せ

　
る
。
石
油
精
製
企
業
は
原
油
生
産
部
門
を
支
配
し
よ
う
と
し
、
銑
鉄
生
産
部
門
は
、
粗
鋼
生
産
部
門
や
圧
延
部
門
を
支
配
し
、
石
炭

　
や
鉄
鋼
石
部
門
を
支
配
す
る
。
前
方
・
後
方
の
垂
直
的
統
合
は
一
貫
生
産
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
あ
げ
う
る
。
中
問
的
マ
ー
ジ
ソ
を
排

・
除
で
き
る
し
、
生
産
の
計
画
化
を
可
能
に
。
し
、
効
率
を
増
大
さ
せ
る
。
独
占
資
本
の
支
配
す
る
局
部
で
は
商
品
生
産
の
止
揚
が
す
す

む
。
こ
の
統
合
の
た
め
の
手
段
は
、
弱
小
資
本
の
併
合
や
乗
取
り
か
ら
巨
大
企
業
問
の
合
併
な
ど
で
あ
る
。
独
占
資
本
は
現
在
の
原

料
部
門
の
支
配
だ
げ
で
な
く
、
代
替
的
な
原
料
・
生
産
財
部
門
へ
の
支
配
、
水
平
的
支
配
の
志
向
を
も
も
つ
。
原
料
資
源
が
諸
外
国

　
に
賦
存
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
原
料
生
産
部
門
を
支
配
し
、
そ
の
安
全
確
保
の
た
め
に
政
治
的
・
文
化
的
支
配
を
企
て
る
。



独
占
資
本
が
垂
直
的
統
合
や
水
平
的
統
合
を
企
て
る
の
は
生
産
と
経
営
の
大
規
模
化
に
よ
る
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
の
追
求
と
支
配
の
安

定
化
を
求
め
る
た
め
で
あ
る
。

　
い
　
労
働
力
の
購
入
。
　
独
占
資
本
が
労
働
力
を
商
品
と
し
て
購
入
す
る
場
合
に
は
、
生
産
手
段
の
購
入
と
事
情
は
異
な
る
。
独

占
資
本
は
大
最
の
労
働
力
を
調
達
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
独
占
資
本
と
い
え
ど
も
労
働
力
商
品
を
、
他
の
生
産
財
の
よ

う
に
１
自
ら
の
部
門
で
生
産
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
独
占
資
本
の
支
配
す
る
生
産
単
位
が
大
規
模
化
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
生

産
単
位
の
操
業
は
小
観
模
企
業
に
比
し
て
幅
を
も
っ
た
も
の
と
な
る
。
即
ち
操
業
度
が
零
か
完
全
操
業
か
の
二
老
択
一
的
小
規
模
企

業
に
比
し
て
、
大
規
模
企
業
の
場
合
に
は
、
操
業
度
は
零
か
ら
一
の
完
全
操
業
の
問
で
自
由
度
が
あ
る
。
独
占
資
本
が
市
場
の
需
要

を
予
測
し
て
生
産
規
模
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
操
業
度
を
調
節
す
る
こ
と
で
行
な
わ
れ
る
。
（
生
産
量
決
定
、
操
業
度
調
整
に
っ
い
て
の

考
察
は
別
の
機
会
に
譲
る
）
雇
用
量
は
操
業
度
の
決
定
に
照
応
し
て
決
ま
る
。
独
占
資
本
が
協
業
規
模
を
増
大
さ
せ
、
そ
の
結
果
、
労

働
者
階
級
の
組
織
化
は
進
展
す
る
。
貨
幣
賃
金
の
切
下
げ
は
困
難
と
な
り
、
貨
幣
賃
金
が
下
方
硬
直
性
を
も
っ
結
果
、
独
占
は
雇
用

量
を
可
能
な
限
り
削
減
し
よ
う
と
す
る
。

　
独
占
資
本
の
生
産
物
に
た
い
す
る
需
要
が
不
安
定
で
あ
れ
ぼ
雇
用
量
の
増
減
は
著
し
い
も
の
と
な
る
。
突
発
的
な
需
要
増
に
対
応

す
る
雇
用
量
の
増
大
が
可
能
と
な
る
た
め
に
は
恒
常
的
な
失
業
者
の
大
群
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
さ
ら
に
は
、
非

独
占
資
本
の
も
と
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
力
を
奪
取
し
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。
労
働
力
調
達
の
側
面
か
ら
も
諸
外
国
へ
の
資
本
輸

出
が
惹
き
起
さ
れ
る
。

　
↑
　
生
産
過
程
の
指
揮
・
管
理
。
　
協
業
規
模
の
増
大
、
生
産
過
程
の
結
合
化
、
作
業
の
連
続
化
、
雇
用
規
模
の
増
大
な
ど
の
諸

要
因
は
、
独
占
資
本
の
支
配
す
る
生
産
単
位
、
企
業
単
位
で
の
意
識
的
な
計
画
化
を
必
然
に
す
る
。
生
産
過
程
の
指
揮
管
理
機
能
は

　
　
　
『
独
占
資
本
主
義
分
析
』
試
論
（
甲
賀
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
二
　
（
三
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
　
（
三
二
六
）

資
本
の
機
能
と
し
て
決
定
的
な
意
義
を
も
っ
よ
う
に
な
る
。
独
占
資
本
は
彼
ら
の
支
配
す
る
生
産
過
程
を
基
礎
に
局
所
的
な
範
囲
で

最
大
限
の
効
率
化
、
浪
費
の
削
減
を
せ
ま
ら
れ
る
。
独
占
資
本
問
の
技
術
格
差
が
少
な
げ
れ
ぱ
、
そ
れ
だ
げ
競
争
は
激
化
し
生
産
過

程
で
の
「
合
理
化
」
の
強
制
力
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
独
占
段
階
で
、
労
働
の
強
度
は
増
大
さ
せ
ら
れ
、
協
業
の
規
模
の
増
大
に
よ

る
無
償
の
利
益
が
最
大
隈
に
引
き
出
さ
れ
る
。
生
産
過
程
の
指
揮
・
管
理
の
末
端
部
門
に
は
労
働
者
階
級
の
一
部
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

専
門
化
さ
せ
ら
れ
る
。
労
働
貴
族
・
労
働
官
僚
が
創
出
さ
れ
る
バ

　
鮒
　
生
産
物
の
販
売
。
　
独
占
資
本
は
、
所
与
の
需
要
条
件
の
も
と
で
高
利
潤
で
大
量
に
販
売
す
る
こ
と
、
市
場
占
拠
率
を
拡
大

す
る
こ
と
を
死
活
の
目
標
に
す
る
。
独
占
資
本
は
自
己
の
生
産
す
る
生
産
物
の
当
該
部
門
で
マ
ー
ヶ
ツ
ト
・
シ
ェ
ァ
の
拡
大
を
追
求

す
る
だ
げ
で
な
く
、
他
部
門
へ
の
支
配
も
拡
大
し
よ
う
と
す
る
。
ど
の
生
産
物
も
他
の
生
産
物
と
は
商
品
と
し
て
の
競
合
関
係
に
あ

る
。
ど
の
商
品
も
他
の
摘
品
の
代
替
財
で
あ
る
。
バ
タ
ー
と
マ
ー
ガ
リ
ソ
、
衣
類
と
食
品
は
、
需
要
が
所
与
の
と
き
、
一
方
向
へ
の

需
要
増
は
、
他
方
へ
の
需
要
縮
減
を
も
た
ら
す
。
独
占
資
本
は
、
ビ
ー
ル
部
門
の
生
産
を
し
て
い
れ
ば
日
本
酒
や
ウ
ィ
ス
キ
ー
部
門

へ
進
出
す
る
し
、
綿
製
品
生
産
者
は
ウ
ー
ル
や
化
繊
部
門
へ
進
出
す
る
と
い
う
だ
げ
で
な
く
、
お
よ
そ
直
接
関
連
を
有
し
な
い
と
考

え
う
る
部
門
へ
の
潜
在
的
た
支
配
志
向
を
も
つ
。
安
定
し
た
販
路
の
獲
保
の
た
め
に
も
、
独
占
資
本
は
垂
直
的
ゾ
水
平
的
統
合
を
企

て
る
。
生
産
過
程
の
支
配
は
流
通
過
程
の
支
配
を
要
請
す
る
。
独
占
資
本
の
生
産
物
の
販
路
は
、
独
占
資
本
相
互
問
、
国
家
、
中
小

資
本
、
農
民
、
労
働
者
階
級
、
諸
外
国
で
あ
る
。
販
路
の
争
奪
戦
で
独
占
資
本
間
の
競
争
は
激
化
す
る
。
独
占
資
本
は
、
彼
ら
の
独

占
的
地
位
を
利
用
し
て
、
生
産
物
の
価
格
を
生
産
費
に
比
し
て
高
く
維
持
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
点
で
独
占
資
本
相
互
の
利
害
が
一

致
す
れ
ば
、
種
々
の
協
定
、
ヵ
ル
テ
ル
行
為
を
一
国
の
独
占
資
本
相
互
問
や
、
国
際
的
独
占
体
の
問
で
も
結
び
う
る
。
独
占
資
本
の

諾
種
の
カ
ル
テ
ル
行
為
は
、
利
害
の
合
致
す
る
独
占
資
本
問
で
、
非
独
占
や
、
諾
外
国
の
独
占
資
本
、
そ
の
他
の
杜
会
成
員
に
対
立



し
て
と
り
結
ぶ
。
こ
の
ヵ
ル
テ
ル
行
為
は
好
況
局
面
で
は
有
効
に
作
用
す
る
が
、
不
況
局
面
で
は
ヵ
ル
テ
ル
結
成
の
条
件
は
弱
化
す

る
。
不
況
局
面
で
は
競
争
は
激
化
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
独
占
資
本
は
不
況
に
際
し
て
持
久
力
が
あ
り
、
価
格
切
り
下
げ
競
争

は
長
期
化
し
、
独
占
資
本
が
相
互
に
他
の
独
占
資
本
を
破
減
に
陥
ら
せ
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
。
さ
ら
に
独
占
資
本
は
、
国
家
権
力

を
積
杵
に
外
国
市
場
を
争
奪
し
よ
う
と
す
る
。

　
り
　
生
産
手
段
の
補
填
。
　
ｏ
↓
　
新
投
資
・
資
金
貸
付
。
　
資
本
制
の
も
と
で
は
生
産
手
段
の
う
ち
固
定
資
本
の
補
填
は
、
物
理

的
耐
用
年
数
に
ー
よ
る
寿
命
で
規
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
経
済
的
な
採
算
で
規
定
さ
れ
て
行
な
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
旧
設
備
の
補

填
と
新
投
資
は
不
可
分
な
関
連
に
あ
る
。
資
本
制
で
旧
技
術
の
廃
棄
、
陳
腐
化
の
強
樹
力
は
、
恐
慌
・
不
況
期
に
生
じ
る
搾
取
率
．

実
現
利
潤
率
の
著
し
い
低
下
で
あ
る
。
利
潤
率
が
著
し
く
低
下
し
た
り
、
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
状
況
の
も
と
で
は
、
新
技
術
導
入
に
，
よ

る
費
用
切
り
下
げ
の
道
か
、
没
落
へ
の
道
か
の
選
択
に
迫
ま
ら
れ
る
。
独
占
資
本
主
義
の
段
階
で
は
、
各
独
占
資
本
の
不
況
期
に
お

げ
る
持
久
力
は
強
化
さ
れ
て
い
て
、
不
況
局
面
に
お
け
る
旧
技
術
の
強
制
的
廃
棄
・
資
本
破
壊
の
作
用
力
は
弱
化
す
る
。
独
占
資
本

が
需
要
水
準
の
減
退
に
直
面
し
て
も
、
操
業
度
を
調
整
し
、
供
給
量
を
調
整
す
る
こ
と
で
価
格
水
準
の
維
持
を
企
て
る
と
、
杜
会
の

生
産
水
準
の
減
少
は
一
層
著
し
く
な
る
。
そ
の
結
果
、
遊
休
設
備
・
失
業
が
増
大
す
る
。
独
占
価
格
の
維
持
が
功
奏
す
れ
ぼ
不
況
過

程
で
実
質
賃
金
率
の
上
昇
が
鈍
化
し
、
利
潤
率
減
少
の
度
合
が
小
さ
く
な
り
、
遊
休
設
備
の
増
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
旧
技
術
を
体

化
し
た
資
本
の
廃
棄
を
強
制
す
る
作
用
が
弱
化
す
る
の
で
あ
る
。
新
投
資
は
抑
制
さ
れ
上
方
転
換
を
遅
ら
せ
る
（
不
況
の
長
期
化
）
。

独
占
資
本
が
不
況
期
を
切
り
抜
げ
る
道
は
、
独
占
資
本
問
の
合
併
、
独
占
資
本
に
よ
る
非
独
占
資
本
の
併
合
に
よ
る
過
剰
設
備
の
意

識
的
廃
棄
、
合
併
に
よ
る
費
用
削
減
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
合
併
は
、
完
全
な
破
産
に
ー
よ
る
資
本
破
壊
よ
り
も
、
旧
技
術
を
体
化
し

た
「
過
剰
資
本
」
の
廃
棄
に
１
た
い
し
て
、
マ
イ
ル
ド
ナ
効
果
し
か
も
ち
え
な
い
。
独
占
資
本
主
義
の
段
階
で
は
、
こ
う
し
て
、
資
本
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の
過
剰
が
一
般
化
す
る
傾
向
を
も
ち
、
新
投
資
誘
因
は
減
退
し
、
実
現
し
た
利
潤
は
、
諾
外
国
へ
流
出
し
資
本
輸
出
が
必
然
化
す
る
。

国
内
で
の
追
加
的
投
資
に
よ
る
隈
界
的
投
資
利
潤
率
が
、
外
国
で
の
利
潤
率
に
比
し
て
低
げ
れ
ぱ
資
本
輸
出
は
必
然
化
す
る
。

五
、
利
潤

の
独
占

　
昭
和
四
十
四
年
の
工
業
統
計
表
に
よ
る
と
、
わ
が
国
の
工
業
部
門
に
は
七
万
三
、
四
六
三
の
企
業
が
存
在
す
る
。
こ
の
全
企
業
数

の
一
．
一
劣
に
あ
た
る
七
九
五
杜
（
資
本
金
一
〇
億
円
以
上
一
〇
〇
億
円
未
満
の
企
業
が
六
九
八
杜
、
一
〇
〇
億
円
以
上
が
九
七
杜
）
が
、
有

形
固
定
資
産
の
五
九
．
三
％
を
所
有
し
さ
ら
に
投
資
総
額
の
六
一
・
一
％
を
こ
れ
ら
の
企
業
で
占
め
て
お
り
、
製
造
品
出
荷
額
総
計
の

四
九
．
六
％
を
生
産
し
、
粗
付
加
価
値
額
の
四
七
・
三
％
を
取
得
し
て
い
る
。
主
要
な
産
業
部
門
で
少
数
の
独
占
資
本
家
の
も
と
へ

生
産
手
段
が
集
積
さ
れ
、
生
産
が
集
積
し
、
利
潤
が
独
占
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
独
占
資
本
の
支
配
は
、
全
産
業
部
門
、
全
地
域
へ

拡
大
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
独
占
資
本
は
巨
額
の
利
潤
を
独
占
す
る
。
こ
の
独
占
資
本
が
取
得
す
る
利
潤
の
源
泉
は
ど
こ
に
あ
る
か
？

　
独
占
資
本
が
取
得
す
る
利
潤
の
源
泉
を
考
え
る
際
に
次
の
二
点
を
区
別
し
た
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
に
独
占
資
本
が
支
配
す
る

巨
大
企
業
は
、
同
一
の
産
業
部
門
の
非
独
占
資
本
に
比
し
て
巨
額
の
超
過
利
潤
を
垣
常
的
に
取
得
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
同
一
部

門
と
い
う
範
囲
を
一
国
に
限
定
す
る
必
然
性
は
た
い
。
第
二
に
、
独
占
資
本
は
、
そ
の
独
占
的
地
位
を
根
拠
に
し
て
諸
種
の
手
段
一

径
路
で
巨
額
の
利
潤
を
取
得
す
る
一
そ
の
手
段
は
、
独
占
資
本
が
、
資
金
・
信
用
を
供
与
す
る
こ
と
で
、
ま
た
、
受
竹
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
生
産
物
の
買
い
。
売
り
の
過
程
で
の
独
占
的
地
位
の
利
用
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
独
占
資
本
が
技
術
知
識
を
独
占
し
、
特
許
、

技
術
提
携
な
ど
の
手
段
で
取
得
す
る
こ
と
た
ど
で
あ
る
。
第
一
の
特
別
利
潤
（
特
別
剰
余
価
値
）
。
独
占
と
非
独
占
の
間
に
存
在
す
る

企
業
の
観
模
格
差
付
技
術
格
差
リ
生
産
費
格
差
、
こ
れ
ら
の
関
連
が
特
別
利
潤
の
源
泉
で
あ
る
。
こ
の
格
差
が
恒
常
的
で
あ
り
、
開



差
が
大
で
あ
る
ほ
ど
独
占
的
超
過
利
潤
は
恒
常
的
に
保
証
さ
れ
る
。
こ
の
条
件
は
独
占
段
階
で
諸
資
本
の
競
争
に
よ
っ
て
容
易
に
消

減
し
え
な
い
も
の
と
な
る
。
独
占
資
本
は
白
己
の
支
配
す
る
産
業
部
門
で
、
非
独
占
資
本
の
追
随
を
阻
止
し
他
部
門
の
独
占
資
本
の

参
入
を
阻
止
す
る
た
め
に
種
々
の
手
段
を
と
る
。
当
該
部
門
で
非
独
占
の
追
随
が
遮
断
さ
れ
、
他
部
門
の
独
占
資
本
の
参
入
が
阻
止

さ
れ
れ
ば
、
そ
の
部
門
で
恒
常
的
な
超
過
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
”
参
入
〃
阻
止
の
客
観
的
要
因
は
そ
の
部
門
の

独
占
的
地
位
へ
の
参
入
の
た
め
に
は
巨
額
の
”
参
入
必
要
資
本
量
〃
を
調
達
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
と
い
う
事
態
で
あ
る
。

　
い
独
占
資
本
は
自
己
の
支
配
し
て
い
る
部
門
で
採
用
し
て
い
る
技
術
や
そ
の
水
準
を
防
衛
し
よ
う
と
す
る
既
存
の
技
術
を
特
許
の

綱
の
目
で
包
囲
し
、
革
新
的
な
発
明
の
ア
ィ
デ
ィ
ア
を
握
り
っ
ぶ
す
な
ど
し
、
技
術
上
の
企
業
秘
密
を
一
般
化
さ
せ
る
。

　
○
独
占
資
本
は
、
原
料
・
資
源
や
他
の
生
産
手
段
を
他
資
本
が
有
利
に
購
入
で
き
な
い
よ
う
に
購
買
独
占
や
、
供
給
の
遮
断
を
す

る
。
　
バ
資
金
の
調
達
面
で
非
独
占
資
本
を
遮
断
す
る
。
他
の
独
占
資
本
や
非
独
占
が
安
い
資
金
コ
ス
ト
で
資
金
調
達
で
き
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
自
己
の
支
配
す
る
金
融
機
関
を
統
制
す
る
。
　
Ｈ
他
資
本
が
参
入
す
れ
ば
、
た
だ
ち
に
反
撃
が
可
能
な
よ
う
に
在
庫

を
保
有
し
、
生
産
設
備
の
余
力
を
保
有
し
、
流
通
・
販
売
径
路
を
統
制
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
い
～
↑
の
諾
要
因
は
、
独
占
的

地
位
へ
参
入
す
る
た
め
の
障
壁
を
な
す
。
こ
の
障
壁
を
突
破
す
る
た
め
に
は
、
技
術
を
独
白
で
開
発
し
、
必
要
な
資
金
を
十
分
調
達

し
う
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
原
料
・
資
源
、
生
産
財
諸
部
門
を
獲
得
し
、
対
象
と
す
る
独
占
資
本
を
販
売
戦
で
倒
さ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な

い
。
こ
の
競
争
戦
に
勝
利
す
る
た
め
に
は
、
巨
額
の
”
参
入
資
金
〃
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
条
件
を
充
た
し
た
場
合
に
は
独
占
資
本

の
地
位
は
崩
れ
他
の
独
占
資
本
が
と
っ
て
か
わ
る
。
独
占
資
本
と
非
独
占
資
本
の
問
に
恒
常
的
に
１
存
在
す
る
技
術
格
差
リ
規
模
格
差

リ
費
用
格
差
は
容
易
に
消
滅
せ
ず
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
特
別
利
潤
も
恒
常
化
す
る
。
当
該
産
業
部
門
で
生
産
の
集
中
度
が
高
げ
れ

ぼ
高
い
ほ
ど
、
そ
の
部
門
の
標
準
的
生
産
条
件
の
水
準
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
他
の
事
情
が
同
等
で
あ
れ
ぼ
、
こ
の
特
別
利
潤
の
比
重
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は
そ
れ
だ
げ
減
少
す
る
。
こ
の
特
別
利
潤
の
源
泉
は
独
占
資
本
の
支
配
す
る
当
該
部
門
で
独
占
資
本
家
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
行

な
う
剰
余
労
働
の
搾
取
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
他
部
門
の
資
本
家
の
利
潤
を
侵
害
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
独
占
資
本
の
も

と
で
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
労
働
は
「
強
め
ら
れ
た
労
働
」
と
し
て
作
用
す
る
。
こ
れ
は
実
質
賃
金
率
が
「
労
働
の
質
」
に
比
し
て

圧
下
さ
れ
つ
づ
げ
て
い
る
こ
と
に
帰
着
す
る
。

　
第
二
の
源
泉
、
独
占
資
本
が
独
占
的
地
位
を
利
用
す
る
こ
と
で
獲
得
で
き
る
真
の
意
味
で
の
「
独
占
利
潤
」
で
あ
る
。
こ
の
「
独

占
利
潤
」
は
、
第
一
の
源
泉
と
は
ち
が
っ
て
、
独
占
資
本
が
非
独
占
資
本
や
、
他
部
門
の
労
働
者
、
小
商
品
生
産
者
か
ら
絞
り
と
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
。
独
占
資
本
と
取
引
を
す
る
非
独
占
資
本
は
、
独
占
資
本
と
対
等
な
商
品
取
引
者
の
関
係
で
は
な
い
。
独
占
資
本

は
自
已
の
購
買
独
占
の
地
位
を
利
用
し
、
非
独
占
の
生
産
物
を
買
い
た
た
き
、
服
従
し
な
い
も
の
に
は
、
原
料
や
注
文
を
遮
断
し
、

販
賂
を
遮
断
し
、
金
融
を
統
制
す
る
な
ど
の
手
段
に
ー
よ
っ
て
非
独
占
資
本
を
絞
殺
す
る
。
ま
た
売
り
手
と
し
て
の
独
占
資
本
は
、
可

能
な
ら
ば
、
自
已
の
生
産
物
を
費
用
に
比
し
て
大
き
な
利
潤
マ
ー
ジ
ソ
を
も
っ
た
価
格
設
定
を
す
る
。
独
占
資
本
の
生
産
物
に
た
い

す
る
需
要
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
き
に
，
は
独
占
価
格
の
設
定
は
有
効
で
あ
る
。
独
占
資
本
は
需
要
が
減
退
す
る
と
き
で
さ
え
、
価
格

水
準
の
下
落
が
生
じ
な
い
よ
う
に
独
占
資
本
が
生
産
制
隈
を
し
値
崩
れ
を
防
止
し
ょ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
独
占
資
本
は
万
能
の
神

で
は
な
い
。
独
占
資
本
の
存
在
に
よ
っ
て
は
、
資
本
制
の
基
本
的
な
諾
矛
盾
を
解
消
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
生
産
の
無
政
府

性
が
支
配
し
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
独
占
資
本
家
が
彼
ら
の
生
産
物
の
価
格
設
定
を
可
能
な
限
り
高
水
準
に
し
よ
う
と
す

る
志
向
を
も
ち
、
実
行
可
能
な
ら
ば
敢
行
す
る
。
こ
の
独
占
資
本
家
の
個
々
の
意
図
を
説
明
す
る
こ
と
が
経
済
学
の
課
題
で
は
な
く

こ
の
意
図
の
隈
界
を
解
明
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
独
占
資
本
と
い
え
ど
も
、
他
の
独
占
資
本
や
非
独
占
と
競
争
関
係
に
あ
る
。

一
国
で
の
少
数
の
独
占
資
本
家
同
志
が
結
託
を
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
も
彼
ら
は
資
本
の
国
際
戦
で
打
ち
匁
か
さ
れ
る
危
険
性



を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
国
際
問
の
諾
種
の
ヵ
ル
テ

ル
行
為
も
彬
成
さ
れ
は
す
る
が
競
争
を
完
全
に
排
除
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。

　
独
占
資
本
と
い
え
ど
も
、
総
需
要
の
急
激
な
減
退
に
直
面
す
れ
ぱ
、
価

格
を
引
き
下
げ
て
で
も
販
売
戦
に
打
ち
克
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
っ
て
、

独
占
資
本
が
万
能
で
あ
り
、
競
争
は
克
服
さ
れ
、
無
政
府
性
に
と
っ
て
か

わ
っ
て
組
織
さ
れ
た
資
本
主
義
が
誕
生
す
る
と
い
う
、
独
占
万
能
の
神
話

が
存
在
し
た
。
こ
の
神
話
に
対
し
て
レ
ー
ニ
ソ
は
痛
烈
な
反
駁
を
試
み

た
。
そ
し
て
一
九
二
九
年
に
資
本
主
義
世
界
を
襲
来
し
た
世
界
大
恐
慌

は
、
独
占
資
本
の
支
配
体
制
を
根
底
か
ら
震
擦
さ
せ
、
独
占
資
本
万
能
論
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立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
　
（
三
三
二
）

へ
の
手
痛
い
反
駁
の
典
型
的
例
証
と
な
っ
た
。
第
十
二
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
卸
売
物
価
指
数
は
、
一
九
二
九
年
を

一
〇
〇
と
す
る
と
き
、
一
九
三
二
年
に
は
六
七
・
八
に
ま
で
低
下
し
、
一
九
四
一
年
に
至
っ
て
も
元
の
水
準
へ
回
復
し
て
い
な
い
・

消
費
者
物
価
指
数
は
、
二
九
年
の
一
〇
〇
か
ら
三
三
年
に
最
低
値
七
二
一
五
ま
で
低
下
し
て
い
る
が
、
前
者
に
比
し
て
下
落
率
は
小

で
あ
る
。
四
〇
年
代
の
初
頭
に
い
た
っ
て
も
両
物
価
指
数
と
も
二
九
年
水
準
を
回
復
し
て
い
匁
い
。
こ
の
三
〇
％
に
及
ぶ
物
価
指
数

の
低
下
の
原
因
は
、
総
需
要
水
準
の
低
下
で
あ
る
。
第
十
三
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
実
質
Ｇ
・
Ｎ
・
Ｐ
は
一
九
二
九
年
に
は
一
・

八
一
八
億
ド
ル
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
三
三
年
に
は
一
、
二
六
六
億
ド
ル
ヘ
と
三
〇
％
以
上
の
低
下
で
あ
る
。
こ
の
総
需
要
の
下
落

の
主
要
因
を
な
す
の
が
、
民
問
粗
投
資
で
あ
り
、
こ
れ
は
二
九
年
の
三
五
〇
億
ド
ル
か
ら
、
三
二
年
に
は
三
九
億
ド
ル
ヘ
と
九
〇
％

近
く
の
急
激
な
下
落
を
示
し
実
質
的
な
新
資
本
形
成
は
マ
イ
ナ
ス
と
み
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
一
九
三
二
、
三
年
の
企
業
の
減
価
償

却
勘
定
総
額
は
六
〇
億
ド
ル
台
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
新
投
資
需
要
の
著
し
い
収
縮
が
総
需
要
、
総
生
産
水
準
の
累
積
的
な
低
下

を
惹
き
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
民
問
粗
投
資
の
Ｇ
・
Ｎ
・
Ｐ
中
の
比
重
は
二
九
年
の
一
九
・
三
劣
か
ら
三
二
年
の
三
・
○
劣
へ
と
低

下
し
た
。
個
人
消
費
の
絶
対
額
は
、
民
問
粗
投
資
の
減
少
を
相
殺
で
き
ず
二
九
年
～
三
三
年
に
か
げ
て
二
〇
％
近
く
減
少
し
て
い
る
・

し
か
し
、
個
人
消
費
需
要
の
Ｇ
．
Ｎ
．
Ｐ
構
成
比
は
、
粗
投
資
と
逆
に
、
七
〇
・
五
％
か
ら
八
一
・
八
％
へ
と
増
大
し
て
い
る
。
粗

投
資
や
生
産
の
減
少
率
に
比
し
て
個
人
消
費
の
減
少
率
が
小
さ
く
、
生
産
と
消
費
の
逆
の
不
均
衡
が
存
在
し
、
生
産
と
消
費
の
矛
盾

が
一
時
的
に
解
決
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
過
程
で
、
ア
メ
リ
カ
の
企
業
数
は
一
九
二
九
年
の
二
二
一
万
三
千
か
ら
三
三
年
に
は
一
九
六

万
一
千
へ
と
二
五
万
二
千
件
減
少
し
、
企
業
倒
産
・
合
併
の
数
を
物
語
っ
て
い
る
。
一
九
二
九
年
の
世
界
大
恐
慌
が
示
す
よ
う
に
独

占
資
本
は
恐
慌
を
排
除
で
き
ず
、
独
占
価
格
の
設
定
も
彼
ら
の
意
図
が
そ
の
ま
ま
常
に
実
現
す
る
も
の
で
た
い
こ
と
を
誰
の
眼
に
も

明
ら
か
に
し
た
。
独
占
価
格
を
設
定
し
う
る
条
件
は
、
し
た
が
っ
て
、
非
独
占
資
本
や
、
小
商
品
生
産
者
の
生
産
物
価
格
に
た
い
し



て
独
占
資
本
が
不
等
価
交
換
を
強
要
し
う
る
条
件
は
、
独
占
資
本
の
生
産
物
に
た
い
す
る
需
要
が
、
独
占
資
本
白
体
の
新
投
資
需
要

．
が
旺
盛
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
政
府
が
独
占
的
諾
商
品
に
た
い
す
る
需
要
を
、
保
証
し
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条
件
が
充
た
さ

れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
独
占
資
本
が
独
占
的
地
位
を
利
用
し
て
行
な
う
他
の
諸
手
段
の
行
使
な
ど
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
「
独
占

利
潤
」
は
、
非
独
占
資
本
や
、
労
働
者
、
農
民
、
小
商
品
生
産
者
の
取
得
す
る
利
潤
や
所
得
か
ら
の
収
奪
が
そ
の
源
泉
で
あ
る
。
少

数
の
独
占
資
本
家
階
級
と
他
の
杜
会
成
員
の
利
害
は
相
反
す
る
対
抗
的
関
係
に
あ
る
。
こ
こ
に
－
大
多
数
の
杜
会
成
員
が
反
独
占
の
抗

争
で
合
意
し
う
る
客
観
的
基
盤
が
存
在
す
る
。

　
独
占
資
本
に
よ
る
非
独
占
資
本
の
収
奪
は
、
労
働
者
階
級
が
行
な
っ
た
剰
余
労
働
の
搾
取
、
剰
余
価
値
の
再
分
配
で
あ
る
。
こ
の

点
で
利
子
や
地
代
が
剰
余
価
値
の
再
分
配
で
あ
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
非
独
占
資
本
が
、
独
占
価
格
の
設
定
や
高
利
子
率
、
高
地
代

に
対
抗
し
て
反
独
占
の
闘
争
を
す
る
必
然
性
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
シ
ャ
ー
マ
ソ
反
ト
ラ
ス
ト
法
を
成
立
さ
せ
た
杜
会
的
勢
力
は
、

農
民
や
非
独
占
資
本
が
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
非
独
占
資
本
が
彼
ら
の
要
求
利
潤
率
を
実
現
す
る
他
の
径
路
は
、
労
働
者
階

級
の
実
質
賃
金
率
の
切
り
下
げ
、
搾
取
率
の
強
化
に
よ
る
道
で
あ
る
。
非
独
占
資
本
が
、
彼
ら
の
生
産
物
の
価
格
引
上
げ
に
成
功
し

う
る
の
は
、
買
い
手
が
非
独
占
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
そ
の
中
心
は
労
働
老
階
級
で
あ
る
。
ま
た
、
非
独
占
資
本
の
も
と
で
雇
用

さ
れ
る
労
働
者
階
級
の
貨
幣
賃
金
率
の
切
下
げ
や
、
他
の
手
段
で
の
搾
取
率
の
強
化
の
道
で
あ
る
。
非
独
占
の
生
産
物
価
格
の
引
上

げ
に
し
ろ
、
貨
幣
賃
金
率
の
切
下
げ
に
し
ろ
結
局
は
、
労
働
者
階
級
の
実
質
賃
金
率
の
切
下
げ
に
帰
着
す
る
。
こ
の
道
を
非
独
占
が

採
用
す
れ
ば
労
働
者
階
級
と
利
害
が
相
反
し
、
対
抗
関
係
に
た
っ
。
非
独
占
資
本
の
二
面
性
・
動
揺
性
の
基
礎
が
こ
こ
に
あ
る
。

六
、
寡
占
体
制
の
維
持
・
強
化
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独
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中
枢
的
な
産
業
諸
部
門
で
少
数
の
巨
大
企
業
が
競
争
戦
で
勝
ち
残
り
独
占
的
地
位
に
辿
り
っ
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
げ
で
彼
ら

の
独
占
的
地
位
が
安
定
的
に
保
証
さ
れ
る
わ
げ
で
は
な
い
。
一
度
獲
得
し
た
独
占
的
地
位
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
に
は
、
他
の
独

占
資
本
か
ら
の
攻
撃
を
排
除
し
、
可
能
た
ら
ば
破
産
に
追
い
や
る
こ
と
で
支
配
を
拡
大
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
同
時
に
、
非
独
占

資
本
が
独
占
的
地
位
に
の
し
上
る
こ
と
を
阻
止
で
き
な
げ
れ
ほ
な
ら
ず
、
独
占
資
本
が
非
独
占
資
本
の
蓄
積
を
抑
制
す
る
こ
と
で
そ

れ
が
保
証
さ
れ
る
。
独
占
資
本
が
他
の
独
占
資
本
と
競
争
す
る
と
い
う
場
合
に
、
一
国
の
独
占
資
本
と
の
競
争
戦
で
わ
た
り
あ
う
だ

げ
で
な
く
、
外
国
の
独
占
資
本
と
の
競
争
戦
で
も
勝
利
し
な
げ
れ
ば
彼
ら
の
独
占
的
地
位
は
常
に
脅
か
さ
れ
る
。
そ
こ
で
一
国
の
独

占
資
本
は
、
原
料
、
資
源
、
植
民
地
、
市
場
な
ど
の
争
奪
戦
を
国
家
権
力
を
媒
介
に
し
て
外
国
の
独
占
資
本
と
戦
争
を
す
る
。
独
占

資
本
主
義
段
階
に
い
た
っ
て
二
度
の
世
界
大
戦
が
行
な
わ
れ
、
こ
の
戦
争
で
勝
利
し
た
国
の
独
占
資
本
は
、
戦
後
一
層
強
カ
な
独
占

的
地
位
を
世
界
的
範
囲
で
確
立
し
た
。

　
さ
ら
に
、
独
占
資
本
の
も
と
え
の
大
量
の
労
働
者
の
集
積
は
、
労
働
者
階
級
の
組
織
性
、
観
律
性
を
鍛
え
あ
げ
、
生
産
過
程
で
の

「
合
理
化
」
運
動
は
労
働
者
階
級
の
搾
取
を
強
化
し
、
労
働
強
度
を
増
大
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
労
働
者
階
級
の
独
占
資
本
家
に
た

い
す
る
自
然
発
生
的
な
抗
争
は
独
占
段
階
で
飛
躍
的
な
も
の
に
な
る
。
こ
の
抗
争
を
意
識
的
に
押
し
進
め
よ
う
と
す
る
労
働
者
階
級

の
自
覚
し
た
先
進
部
分
は
、
彼
ら
の
政
党
、
労
働
者
階
級
の
前
衛
政
党
を
結
成
し
、
杜
会
発
展
に
つ
い
て
の
科
学
的
認
識
を
基
礎
に

し
て
、
独
占
資
本
家
に
た
い
す
る
目
常
的
・
組
織
的
で
戦
闘
的
な
階
級
闘
争
を
展
開
し
は
じ
め
る
。
労
働
者
階
級
の
前
衛
党
は
、
労

働
者
階
級
の
独
占
資
本
家
に
た
い
す
る
闘
争
を
経
済
的
領
域
だ
げ
に
限
定
せ
ず
、
政
治
権
カ
を
奪
取
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
、
科
学
、

文
化
、
芸
術
な
ど
の
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
の
分
野
で
の
闘
い
に
も
広
範
な
労
働
者
階
級
、
イ
ソ
テ
リ
ゲ
ソ
チ
ュ
ァ
ー
を
結
集
し
ょ
う
と
す

る
。
独
占
資
本
の
抑
圧
に
苦
し
み
な
が
ら
も
動
揺
す
る
農
民
層
や
、
非
独
占
資
本
を
、
一
握
り
の
独
占
資
本
家
階
級
に
よ
る
支
配
の

■



打
破
と
い
う
共
通
の
利
益
の
実
現
に
向
げ
て
、
労
働
者
階
級
と
農
民
の
同
盟
を
軸
に
ー
し
た
広
範
な
反
独
占
（
自
国
及
び
外
国
の
独
占
資

本
）
の
た
め
の
統
一
戦
線
に
ー
結
集
さ
せ
よ
う
と
す
る
。

　
独
占
資
本
は
彼
ら
の
経
済
的
領
域
で
の
諸
闘
争
で
勝
ち
抜
く
だ
け
で
は
、
独
占
的
地
位
を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
る
。
杜

会
生
活
の
全
分
野
に
わ
た
っ
て
、
杜
会
成
員
の
圧
倒
的
部
分
を
抑
圧
し
つ
父
げ
て
い
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
不
安
定
た
状
態
を
み
ず
か

ら
つ
く
り
あ
げ
た
。
独
占
資
本
は
外
国
の
独
占
資
本
と
の
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
に
も
、
自
国
の
人
民
や
支
配
す
る
植
民
地
の
人
民

の
低
抗
を
抑
圧
す
る
た
め
に
も
、
民
主
主
義
を
抑
圧
し
、
反
動
政
治
の
体
制
を
敷
き
、
さ
ら
に
は
、
思
想
的
統
制
を
行
な
い
、
独
占

資
本
の
支
配
を
正
当
化
す
る
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
を
普
及
さ
せ
人
民
の
抵
抗
を
抑
圧
す
る
。
労
働
者
階
級
の
上
層
部
を
買
収
し
、
労
働
者

階
級
を
分
断
す
る
。
そ
れ
で
も
抵
抗
が
あ
れ
ば
暴
力
装
置
で
も
っ
て
直
接
弾
圧
に
の
り
だ
し
て
抑
え
る
。
独
占
資
本
の
支
配
体
制
は
、

杜
会
の
全
成
員
を
抑
圧
し
、
他
民
族
ま
で
搾
取
・
収
奪
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
で
反
動
的
・
寄
性
的
で
腐
朽
し
た
も
の
に
な
る
。

　
こ
の
独
占
資
本
の
支
配
の
基
礎
は
、
一
握
り
の
独
占
資
本
家
の
も
と
え
の
生
産
手
段
の
圧
倒
的
な
集
積
で
あ
る
。
独
占
資
本
は
、

独
占
的
地
位
を
獲
得
し
た
当
該
部
門
で
資
本
の
蓄
積
を
進
め
、
生
産
手
段
を
集
積
す
る
だ
け
で
な
く
、
他
部
門
へ
の
支
配
力
を
拡
大

す
る
こ
と
で
一
層
大
量
の
生
産
手
段
を
独
占
資
本
家
の
手
中
へ
集
積
さ
せ
る
。
独
占
資
本
は
あ
る
中
枢
的
産
業
部
門
で
実
現
し
た
利

潤
を
必
ら
ず
し
も
、
そ
の
部
門
へ
再
投
資
す
る
こ
と
で
資
本
を
集
積
す
る
訳
で
は
な
い
。
独
占
的
地
位
を
獲
得
し
え
て
い
る
都
門
で

追
加
的
投
資
を
敢
行
す
る
こ
と
で
従
来
の
利
潤
率
水
準
を
上
昇
さ
せ
れ
な
か
っ
た
り
、
低
下
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、

そ
れ
を
避
げ
て
他
部
門
や
諸
外
国
へ
資
本
を
投
下
す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
独
占
資
本
が
投
下
し
た
総
資
本
に
１
た
い
す
る
利
潤
率
を

引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
。
即
ち
独
占
資
本
家
は
、
搾
取
範
囲
を
拡
大
し
利
潤
率
を
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
。
独
占
資
本
家
が
行
な
う

投
資
を
限
界
づ
げ
る
も
の
は
、
彼
ら
が
搾
取
し
実
現
し
た
利
潤
の
大
き
さ
で
は
な
い
。
あ
る
部
門
で
投
資
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
予
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想
さ
れ
る
利
潤
率
が
高
く
総
投
下
資
本
に
た
い
す
る
利
潤
率
を
引
き
上
げ
う
る
と
考
え
る
時
に
は
、
独
占
資
本
は
株
式
会
杜
、
金
融

機
関
を
媒
介
に
し
て
大
量
の
杜
会
的
資
金
を
安
価
な
資
金
コ
ス
ト
で
動
員
し
て
投
資
を
行
な
う
。
さ
ら
に
他
資
本
と
の
合
併
・
弱
小

資
本
の
併
合
に
よ
る
生
産
手
段
の
集
中
が
あ
る
。
合
併
・
併
合
に
よ
る
生
産
手
段
の
集
中
は
、
恐
慌
・
不
況
期
に
杜
会
の
総
需
要
水

準
が
減
退
し
て
い
る
と
き
に
独
占
資
本
が
新
投
資
を
行
な
い
支
配
を
強
化
す
る
の
で
は
な
く
、
杜
会
の
生
産
手
段
の
総
量
を
増
大
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
減
少
さ
せ
て
さ
え
独
占
資
本
の
支
配
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
る
道
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
独
占
賢
本
主
義
の
段
階
に
は
、
少
数
の
独
占
資
本
に
よ
る
経
済
構
造
の
基
本
的
支
配
が
確
立
し
“
一
国
で
独
占
資
本
集

団
に
よ
る
寡
頭
支
配
体
制
（
金
融
寡
頭
制
）
が
完
成
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
モ
ル
ガ
ソ
集
団
は
持
株
会
杜
と
し
て
の
Ｊ
・
Ｐ
・
モ
ル
ガ
ソ

商
会
を
中
核
と
し
て
、
Ｕ
・
Ｓ
・
ス
チ
ー
ル
、
ケ
ネ
ッ
コ
ッ
ト
銅
、
Ｇ
・
Ｅ
（
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
）
、
１
・
Ｔ
・
Ｔ
（
国
際
電

信
電
話
）
、
Ｇ
・
Ｍ
、
　
コ
ソ
チ
ネ
ソ
タ
ル
石
油
、
　
そ
の
他
化
学
、
製
紙
事
務
機
械
、
鉄
道
、
各
種
保
険
、
投
資
銀
行
な
ど
の
主
要
産

業
の
全
分
野
に
わ
た
る
巨
大
企
業
の
支
配
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
他
に
、
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
石
油
を
中
核
企
業
と
し
て
独
占
資
本
に
の

し
上
っ
た
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
集
団
や
、
ナ
ツ
ヨ
ナ
ル
・
シ
チ
ー
集
団
、
デ
ュ
・
ポ
ソ
、
メ
艀
ソ
な
ど
の
集
団
に
よ
る
寡
頭
支
配
体
制

が
そ
れ
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
前
の
我
国
の
場
合
で
も
独
占
資
本
は
、
三
井
、
三
菱
、
住
友
、
安
田
な
ど
の
財
閥
に
よ
っ
て
寡
頭
支

配
の
体
制
が
基
礎
づ
く
ら
れ
て
い
た
。
三
井
本
杜
、
三
菱
本
杜
、
住
友
本
杜
な
ど
の
財
閥
本
杜
は
い
づ
れ
も
特
殊
会
杜
で
あ
り
株
式

の
所
有
を
通
し
て
二
兀
的
支
配
機
構
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。
現
代
の
わ
が
国
の
場
合
、
ア
メ
リ
カ
占
領
軍
に
よ
る
財
閥
解
体
を
契
機

に
持
株
会
杜
と
い
う
二
兀
的
支
配
機
構
を
も
っ
た
独
占
資
本
は
存
在
し
な
い
。
独
占
禁
止
法
（
『
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確

保
に
か
ん
す
る
法
律
』
第
九
条
）
で
現
在
で
は
持
株
会
杜
形
態
に
よ
る
企
業
支
配
を
禁
止
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
独
占
資

本
に
よ
る
寡
頭
支
配
体
制
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
た
い
。
現
代
で
も
、
主
要
産
業
部
門
の
巨
大
企
業
は
、
三
井
、
三
菱
、



住
友
な
ど
の
旧
三
大
財
閥
の
名
を
冠
し
た
三
大
系
列
を
中
心
と
し
て
い
く
っ
か
の
企
業
集
団
が
存
在
す
る
（
第
一
四
表
参
照
）
。
客
企

業
集
団
は
二
兀
的
支
配
機
構
を
法
的
に
は
構
え
て
い
な
い
。
そ
れ
に
代
替
す
る
機
構
の
表
面
に
現
わ
れ
て
い
る
も
の
は
三
井
コ
一
木

会
」
、
三
菱
「
金
曜
会
」
、
住
友
「
白
水
会
」
な
ど
の
杜
長
会
の
結
成
で
あ
る
。
例
え
ぼ
三
菱
の
「
金
曜
会
」
に
杜
長
が
参
加
し
て
い

る
企
業
は
、
三
菱
鉱
業
、
三
菱
セ
メ
ソ
ト
、
三
菱
金
属
鉱
業
、
三
菱
石
油
、
三
菱
重
工
業
、
三
菱
製
鋼
、
三
菱
電
機
、
三
菱
化
成
工

業
、
三
菱
モ
ソ
サ
ソ
ト
化
成
、
三
菱
樹
脂
、
旭
硝
子
、
三
菱
レ
イ
ヨ
ソ
、
三
菱
油
化
、
三
菱
銀
行
、
三
菱
商
事
、
三
菱
信
託
銀
行
、

三
菱
倉
庫
、
三
菱
地
所
、
三
菱
化
工
機
、
日
本
郵
船
、
三
菱
製
紙
、
三
菱
江
戸
川
化
学
な
ど
主
要
産
業
部
門
で
各
部
門
で
の
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
マ
ー
ヶ
ツ
ト
シ
ヱ
ァ
ー
を
占
め
る
企
業
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
杜
長
会
が
、
必
ら
ず
し
も
独
占
資
本
が
支
配
す
る
企
業

集
団
の
二
兀
的
意
思
決
定
権
を
担
っ
て
い
る
と
い
う
わ
げ
で
は
な
い
。
間
題
は
、
．
独
占
資
本
が
独
占
的
地
位
を
維
持
し
強
化
す
る
た

め
に
は
、
企
業
集
団
の
形
成
が
必
然
的
で
あ
り
、
こ
の
企
業
集
団
の
窮
極
的
な
意
思
決
定
は
、
日
常
的
な
企
業
の
決
定
権
が
各
企
業

レ
ベ
ル
に
所
在
し
て
い
よ
う
と
も
、
少
数
の
独
占
資
本
家
階
級
に
よ
っ
て
襲
断
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
」
と
に
あ
る
。
杜
長
会
の
有
無

が
そ
の
判
定
を
下
す
完
全
な
根
拠
と
は
な
ら
な
い
。
現
代
の
巨
大
株
式
会
杜
問
の
相
互
関
係
は
¢
株
式
の
相
互
持
合
、
融
資
関
係
、

杜
債
登
録
、
受
託
関
係
、
◎
原
料
・
資
源
、
そ
の
他
の
生
産
手
段
の
調
達
関
係
、
　
生
産
過
程
で
の
技
術
的
結
合
関
係
（
石
油
化
学
コ

ン
ビ
ナ
ー
ト
な
ど
）
、
＠
技
術
提
携
、
特
許
、
技
術
開
発
を
め
ぐ
る
関
係
、
　
人
的
相
互
依
存
関
係
な
ど
を
通
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。

¢
～
　
の
諾
点
が
統
一
的
情
報
処
理
、
統
一
的
意
思
決
定
を
必
然
化
さ
せ
る
モ
メ
ソ
ト
で
あ
る
。
こ
の
統
一
的
情
報
処
理
、
統
一
的

意
思
決
定
の
必
然
性
が
企
業
集
団
形
成
の
基
礎
で
あ
り
、
こ
の
意
思
決
定
権
を
襲
断
し
て
い
る
の
が
独
占
資
本
家
階
級
で
あ
る
。
現

代
の
巨
大
企
業
で
形
成
さ
れ
る
各
企
業
集
団
は
必
ら
ず
し
も
法
的
に
縦
の
上
下
支
配
関
係
で
二
兀
的
支
配
が
あ
る
の
で
は
な
い
し
、

企
業
集
団
を
形
成
す
る
各
巨
大
企
業
の
相
互
関
係
に
お
い
て
、
銀
行
で
あ
る
と
か
、
特
定
の
部
門
の
企
業
が
決
定
的
な
地
位
に
あ
る

　
　
　
『
独
占
資
本
主
義
分
析
』
試
論
（
甲
賀
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
　
（
三
三
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
三
巻
・
第
三
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
　
（
三
三
八
）

と
い
う
こ
と
を
ア
・
プ
リ
ォ
リ
に
は
い
え
な
い
。
各
企
業
集
団
の
構
成
や
相
互
関
係
を
規
定
す
る
○
～
　
の
諾
モ
メ
ソ
ト
の
比
重
は

変
化
す
る
。
た
だ
企
業
集
団
内
の
企
業
の
な
か
で
銀
行
業
は
企
業
集
団
全
体
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
が
集
中
す
る
と
い
う
位
置
に

あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
銀
行
業
の
大
株
主
に
登
場
す
る
の
が
グ
ル
ー
ブ
内
の
各
巨
大
企
業
で
あ
る
こ
と
に
示
さ
れ
て

中集本資のへ列系大六表
１
５第

）期上年
４
５

Ｇ 員
率
）
上
４
５
８
５
５
３
６
２
８
１
３
９

４
６

業
拠

３
一
１

８
一

６
一
７
一

従
占

２
一
６

４
（１

高
率

４

３

５
９
　
５
　
４１
９

５
　
８
９
　
１
つ
り
４

２

上
拠

６
１

５
一
６
一
〇
一

４
一
９
・

売
占

１

１

１

３
．
７

１
資
象

３
　
０
２
　
９
９
　
５１
８

総
拠

７

７３４
一

１
４
　
２

用
占

３
・
４
．

９
一
９
一
８
一

６
一
６

１

１

１

６

使
本
１

）
）
）
）
）
）
杜
杜
杜
杜
杜
杜
１
）

杜

－
万
■

１
↓
　
戸
ｏ
　
（
Ｕ
　
１
↓
　
７
‘
　
２

７

８

８

７

２

５
７
８

（
（
（
（
（
（
３
（

系

井
菱
友
士
一

和

計

三
三
住
富
第
三

　
）
　
関
　
機
　
融
社
金

８
３
除
６
（
業企場上部

一
第所引取券証京東

）版年
７
１

１
９』

．
究研のｕタ系『報年（

売
上
高
の
七
三
％
を
占
拠
し
て
い
る
。
労
働
者
の
集
積
も
、

は
東
京
証
券
取
引
所
第
一
部
上
場
企
業
の
み
第
一
五
表
参
照
）
。

の
下
に
さ
ら
に
多
数
の
企
業
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
。

　
（
個
々
の
論
点
に
関
す
る
一
切
の
注
記
、
引
用
等
は
省
略
し
た
。
独
占
資
本
主
義
段
階
で
の
資
本
蓄
積
の
運
動
及
び
そ
の
帰
結
と
し
て
の
国
家
独

　
占
資
本
主
義
段
階
成
立
の
論
理
に
っ
い
て
は
、
い
づ
れ
稿
を
改
め
試
論
を
提
示
し
、
細
部
の
仕
上
げ
は
他
日
に
期
す
。
）

い
る
の
は
グ
ル
ー
プ
を
形
成
す
る
各
企
業
の
相
互
依
存
関
係
で
あ
る
。
こ
の
株
式
持

合
、
人
的
結
合
、
技
術
的
相
互
依
存
、
生
産
物
の
相
互
利
用
た
ど
は
生
産
の
杜
会
的

性
格
の
著
し
い
増
大
が
そ
の
基
礎
に
。
あ
る
。
企
業
集
団
を
構
成
す
る
各
巨
大
企
業
の

自
律
制
が
基
本
で
は
た
く
集
団
と
し
て
の
統
一
的
意
思
決
定
が
基
本
に
な
る
。
こ
の

統
一
的
意
思
決
定
に
－
誰
が
、
ど
の
機
関
が
最
終
的
に
関
与
し
て
い
る
か
は
事
実
の
間

題
で
あ
り
、
事
実
で
し
か
確
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
最
終
的
た
意
思
決
定
権
者
が

少
数
の
独
占
資
本
家
階
級
で
あ
る
こ
と
は
否
定
セ
き
な
い
。
大
株
主
の
「
法
人
化
」
現

象
が
一
般
的
で
あ
っ
て
も
独
占
資
本
家
階
級
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

　
わ
が
国
の
場
合
の
六
大
独
占
資
本
に
よ
っ
て
、
使
用
総
資
本
の
六
七
％
近
く
を
、

　
　
　
　
　
六
大
独
占
の
も
と
に
六
〇
％
以
上
が
雇
用
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
（
対
象

　
　
　
　
六
大
集
団
を
形
成
す
る
企
業
の
数
は
三
八
七
杜
で
あ
る
が
、
こ
の
各
企
業

０




